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▲飯舘村には、浜通りから 1,200 人が避難してきました。いちばん館のようす。前日から気温が低く、暖をとるのに苦心しました

東北地方太平洋沖地震発生
午後 2 時 46 分
3月11日

3月12日

▼地震によって壊れた役場の屋根瓦

▶
い
ち
ば
ん
館
の
テ
レ
ビ
に
注
目
す
る
避
難
者

▶
12
日
の
朝
の
公
民
館
前
。
冷
え

　
込
み
雪
が
薄
く
積
も
っ
て
い
ま
す

▲午後 5 時 41 分に撮影した、小滝大倉線

▲役場第一会議室内に設置された災害対策本部、地震発生当日の午後
　7 時のようす。停電のため発電機と裸電球で明かりをとっています

役場第一会議室に災害対策本部設置

▲福島県職員との打ち合わせ

午後 2 時 55 分

村職員が村内の被害状況の確認を開始

平成23年3月11日から平成25年3月11日

飯舘村2年間のあゆみ

▲までいな家のようす

までいな家・いちばん館に避難所を開設
巨大地震発生により、村内の水道、電気、電話などのライフラインは絶たれました。
村では、午後 2 時 55 分に災害対策本部を設置し、村内の被害状況を確認すると
ともに、被害状況を区長に知らせるよう公用車で広報活動を行いました。

国が東京電力福島第一
原子力発電所から半径 3km
以内の住民に避難指示。

午後 9 時 23 分

東京電力福島第一原発 1 号機が水素爆発し、建屋が大破。
職員が広報車で村内 3 方面に分かれて広報活動。

村の簡易水道の断水と節水を知らせるため、村職員が広報活動。

国が避難指示範囲を原発から半径 10km 以内に拡大。

国が避難指示範囲を原発から半径 20km 以内に拡大。

午後 3 時 36 分

午前 6 時頃

午前 5 時 44 分

午後 6 時 25 分

村内に避難所を開設
12 日夜には、原発から少しでも遠くへ避難しようとする車で県道原町川

俣線が渋滞となり、飯舘村にも村外から多くの人が避難してきたた
め、避難所を設置。村職員のほか、消防団や女性消防隊、婦人会、

村社会福祉協議会など多くの村民が対応に追われました。
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草野小学校体育館に避難所を開設
3 月 13 日

◀
避
難
所
へ
の
案
内
役
を
つ
と
め
る

　
消
防
団
員

◀
災
害
対
策
本
部
と
な
っ
た
役
場
第
一

　
会
議
室
。
職
員
は
朝
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　
の
後
、
避
難
所
対
応
や
村
内
被
害
状

　
況
の
確
認
に
あ
た
っ
て
い
ま
し
た

◀
避
難
者
数
が
書
か
れ
た
黒
板

▶
臼
石
小
体
育
館
の
よ
う
す

▶
女
性
消
防
隊
員
や
婦
人
会
員
は

　
炊
き
出
し
に
協
力
し
ま
し
た

▲避難所で配布された村長からのメッセージ福島民報新聞　H23.3.14

東京電力福島第一原発 4 号機で壁の一部破損。2 号機で圧
力抑制室に損傷の疑い。

放射線量の数値が急上昇。

国が原発から半径 30km 圏内を屋内退避区域に指定。

青 森 県 原 子 力センターが 福 島 県 からの
依頼で放射線環境モニタリングポストを
設置。「避難者の多い場所」と指示があっ
たため、いちばん館前に設置されました。
60 分おきに測定・記録し、福島県災害
対 策 本 部へ報 告。 当 初の数 値は、1 時
間あたり 0.09 マイクロシーベルト。

いちばん館前で放射線量が最大値の１時間あたり 44.7 マイクロ
シーベルトを記録。30 分おきに測定・記録し、福島県災害

対策本部へ報告。

東京電力福島第一原発 3 号機が水素爆
発し、建屋が大破。
職員が広報車で広報活動。

午前 6 時頃

正午頃

午前 11 時

午後 6 時頃

午前 11 時頃

▲原発から 30km 圏内で屋内退避区域に設定された蕨平地区のために
　開設された村民用避難所

◀議会全員協議会で地
　震被害等の状況を確認

やすらぎに避難所を開設
3 月 16 日

◀
草
野
小
体
育
館
の
よ
う
す
。
14
日
に
は
飯
樋

　
小
・
臼
石
小
に
も
避
難
所
が
設
置
さ
れ
ま
し
た

午後 4 時 30 分　災害対策本部の電気が復旧

3月14日

3月15日

▲ 3 月 13 日　避難所の壁には原発からの
　距離が同心円で示された地図を設置

▲被害状況や安否確認のメモが貼られた役場第一会議室

福
島
民
報
新
聞
　
H
23
・
3
・
16

福
島
民
報
新
聞
　
H
23
・
3
・
16
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避難所が開設されたころ、村には他自治体や企業、個人から支援物資が届き始めます。救援物資として水や食
料のほか、毛布やおむつなど日常生活の必需品が村に寄せられました。
しかし、村内では物資の流通が止まり、ガソリンをはじめとする燃料不足が生じ、深刻な問題となりました。村
内のガソリンスタンドでは1回の給油量を制限したり、村民だけが使える給油カードを交付するなどの措置がとら
れました。

▲ 3 月 25 日　村内ガソリンスタンド

▲ 3 月 15 日　燃料を求め、開店前のガソリンスタンドに連なる長蛇の列。給油には「1 台 1,000 円分」「1 台 10ℓ」などの制限が設けられました

▲ 3 月 22 日　自衛隊とともに飲料水を配る村民

▲ 3 月 22 日　前日の 21 日に村簡易水道水の摂取制限が発令されたことを受
　け、水輸送に協力する村内駐屯の自衛隊

放射線量の上昇とともに高まる緊張 東京電力福島第一原発3号機が爆発し
た3月15日の村の天候は雨。夜には雪に変
わりました。14日からいちばん館前に設置
されていた放射線測定器の放射線量値は
この日急激に上昇し、午後6時20分ごろに
は毎時44.7マイクロシーベルトを記録。村
内にも不安が広がり、スクリーニング検査
や子どもたちの甲状腺被ばく検診、放射線
への理解を深めるための講演会などさま
ざまな対策がとられました。　
また、3月21日には村内の水道水から高

濃度の放射性物質が検出されたと国が発
表したことを受け、村職員が全戸を回り飲
料水を配布し、全家庭に水道水、井戸水、
沢水の飲用自粛を要請しました。

▲外部被ばく検査後に行われた甲状腺被ばく検査では、サー
　ベイメータをのどにあてて数値を検査

スクリーニング検査

甲状腺被ばく検査

外部被ばく検査

放射線への理解を
深めるための講演会

▶
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
を
体
表

　
に
あ
て
て
線
量
値
を
み
る

　
よ
う
す

◀
3
月
29
日
と
30
日
に
役
場
庁
舎

　
で
15
歳
未
満
の
子
ど
も
た
ち

　
を
対
象
に
行
わ
れ
た
検
査

▲
◀
3
月
22
日
か
ら
23
日
に
い
ち
ば
ん
館
で
行
わ

れ
た
村
民
対
象
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
で
は

1,
3
3
0
人
が
検
査
を
受
け
全
員
異
常
な
し

▲ 3 月 25 日、県の放射線リスクアドバイザー高村昇氏の講演会には
　悪天候にも関わらず 600 人が集まりました

救援物資の到着・燃料不足
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行政区長会議を開催し、避難意向調査について説明 村議会東日本大震災並びに東京電力福島第一原子
力発電所事故災害特別委員会を設置

3 月 17 日 3 月 18 日

福島民報新聞　H23.3.17

▲災害対応のため作業服で集まる議員たち。予定を大幅に縮小し
　開催しました

第 2 回村議会定例会を開催村職員が燃料班をつくり活動
3 月 18 日3 月 18 日

　委員会では、住民の安全確保をはかるため、希望者を集団
避難させることを決定。避難先は、県の斡旋で栃木県鹿沼市
総合体育館と決まりました。

◀
村
内
の
燃
料
不
足
を
訴
え
る
と
と
も
に
、

　
支
援
を
要
請
す
る
F
A
X

行政区長会　配布資料

▼当時の職員配置が書かれたホワイトボード
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鹿沼に避難する際に行われたスクリーニン
グ検査で靴に付着した泥から高濃度の放
射性物質を検出。

　村内被害への対応に加え、鹿沼避難所との連携につとめる職員。

午後 7 時、役場第一会議室 民主党衆議院議員・増子輝彦氏来庁
3 月 19 日 3 月 19 日

栃木県鹿沼市避難所への集団避難
（第一陣）を行う（〜 4 月 30 日）

3 月 19 日

下
野
新
聞
　
H
23
・
3
・
20

◀
避
難
希
望
者
の
受
付
で
混
雑
す
る

　
庁
舎
内

▶
最
小
限
の
荷
物
を
手
に
バ
ス
に
乗
り
込
む
村
民

◀
避
難
所
と
な
っ
た
鹿
沼
総
合
体
育
館

　
の
よ
う
す

飯舘村では区長を通して希望者を募り、栃木県鹿
沼市への緊急避難を行いました。村内の希望者と村
外からの避難者のうち約500人が、3月19日と20日
の2日間にわたり鹿沼市へ避難しました。

平成２３年３月１９日（土）14:30現在 

■福島県飯舘村の震災・原発被災の現状 
災害対策本部長（飯舘村長）	 菅野典雄	 

１、集団避難の状況	 

本日午後１時、集団避難を希望する村民等を対象に移送を開始した。	 

第１陣の集団避難者は３１３人。自衛隊準備のバス３台と村のスクールバス５台で、

現地の避難者支援に就く村職員３人と一緒にスクリーニング地点の福島市松川サービ

スエリアに向かい、スクリーニング後に鹿沼市に移動する。	 

集団避難者の中には南相馬市や双葉郡などの被災地区から村の施設「いちばん館」

に一時避難していた７８人も鹿沼市へ移動する。	 

出発時は、村長はじめ村職員、支援活動にあたる村民、村の施設に残留している避

難者など多くの人々が、集団避難者に皆さんが一日でも早く村に戻れることを祈り、

また行路と現地での無事を願って、バスを見送った。	 

随行する村職員は５日間交代のシフトで対応する。 
	 

２、車の燃料	 

これまで全く入ってこなかった燃料は、まだ制限はあるものの少しずつ供給されは

じめてきた。しかし、自主避難を希望している村民の中には、移動手段である車のガ

ソリンが足りなくて移動を制限されているケースがあるため、村内のガソリンスタン

ド３店で給油できるチケットを村から住民向けに交付した。	 

	 	 	 燃料代金は自己負担となるが、１台あたり普通乗用車２０Ｌ、軽自動車１３Ｌと数	 

量を決め、スタンド３店を地区割りして多くの希望者にいきわたるよう配慮し、混乱	 

を回避した。スタンドではスムーズに給油が進んでいる。	 

３、医薬品、医療	 

クスリ、特に慢性疾患など持病をもつ高齢者などのクスリの入手が困難になって	 

	 	 いる。	 

薬の対応ができなくなった村診療所は１９日午後から２１日まで休診となり、また、

診療所に隣接する薬局も在庫がなくなり閉店しているため、となりの川俣町や福島市

などへ車で行くことになる。しかし、開いている薬局の情報が少なく、すぐにたどり

着けないなど、村民はイライラを募らせている。	 

また、ひとり暮らしの高齢者などを訪問する保健師の数は３人と少なく、保健活動

分野のマンパワーを必要としている。	 

４、放射線数値と対応	 

	 	 	 数値は「２０マイクロシーベルト」付近。午前中のグラフは添付のとおり。	 

屋内退避地区の３０Ｋｍを超える範囲でも、高い数値が報道され、住民の不安は募

る一方。 
村対策本部から県へ随時判断を仰いでいるが、タイムリーでなく、原発事故被災地  

の現場は混乱が生じている。 
ヨウ素剤１２，０００個を確保も、１９日現在住民投与は未実施。	 
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　職員が自衛隊とともに飲用水 100t（１人１日 3ℓ× 8 日分）
を集会所へ運搬。飲用水不足時には区長を通して配布。

村内で飲用水配布

午後 6 時 30 分、役場第一会議室

3 月 22 日

　19 日に採取した村産の原乳から、 放射性ヨウ素を 1kg
あたり 5,200 ベクレル検出。
　村が自主的に福島県原子力センター福島支所に村水道
水を持 参したところ、 簡 易 水 道 の 水 から放 射 性ヨウ素を
1kg あたり 965 ベクレル検出。

県が県産露地野菜全ての出荷自粛及び原乳の出荷・
自家消費自粛要請。

午前 8 時、役場第一会議室
3 月 20 日

国が村水道水から高濃度の
放 射 性 物 質を検 出したと発 表、
水道水の摂取制限発令。

3月21日

3月20日
平成２３年３月２０日（日）14:00現在 

■福島県飯舘村の震災・原発被災の現状 
災害対策本部長（飯舘村長）	 菅野典雄	 

１、集団避難の状況	 

本日午後１時、第２陣の集団避難希望村民等の移送を実施した。集団避難者の中に

は、屋内退避地区である以外の村民も多数いる。	 

第２陣の集団避難者は２０２人。自衛隊準備のバスと村スクールバスで、スクリー

ニング地点の松川サービスエリアに向かい、スクリーニング後に鹿沼市に移動する。	 

新たに村職員２名が随行した。 
	 

２、村外の避難者受け入れを終了した	 

隣接する南相馬市が市民の希望者を対象に集団自主避難していることや、自治体が

新たな場所で自治体に住所があった住民の避難場所を確保する動きが広がっているこ

とを踏まえ、一時約１，２００人の村外からの避難者を受け入れてきたが、本日正午

をもって受入を終了し、新たなた村外避難民の受け入れ施設は閉鎖した。	 

	 

３、生活物資、医薬品、医療	 

大根、キャベツ、白菜、ごぼう、エリンギやマイタケなどの野菜は、茨城県の民間	 

業者の支援で約６ｔを確保し、特別養護老人ホームや独居高齢者などに配布できる見	 

通しとなった。	 

しかし、医薬品はまだ確保の見通しがない。特に高齢者の常備薬が入手困難である。	 

福祉担当の職員３人で、ひとり暮らし高齢者の訪問サービスを実施しているが、職	 

員は見えない放射能への恐怖や不安を持ちながら、公用車で一戸一戸訪問している。	 

	 

４、放射線数値と対応	 

	 	 	 午後１時「１５μｓｖ」とやや下がった値が出ている。	 

午前中のグラフは添付のとおり。	 

午後１時ごろ、県検査員が屋外と建物内部の現地実測を行っている。建物内部では

「１.９～２.０μｓｖ」とうい低い数値であった。	 

ヨウ素剤の住民投与は２０日午前現在未実施。	 

	 

５．今後の対応	 

＜決定事項＞	 

・	 明日予定していた集団自主避難は、希望者がいないので、本日で終了する。	 

・	 村外からの「新たな避難者」の村施設受け入れも本日午前で終了する。	 

・	 屋内退避地区圏内にある村民が避難を希望する場合、自己責任避難の対応をお願

いする。	 

・	 自主避難などで遠隔地に移動した村民が医者にかかる場合の利便を図るため、

「遠隔地用健康保険証」を交付する。	 
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　放射線への不安に応えるため 22 日〜 23 日に実施され
たこの検査では、1,330 人が検査を受け全員が異常なし。

いちばん館で県がスクリーニング検査実施
3 月 22 日

自衛隊による給水支援
3 月 22 日

平成２３年３月２１日（月）17:30現在 

■福島県飯舘村の震災・原発被災の現状 
災害対策本部長（飯舘村長）	 菅野典雄	 

１、給水	 

昨夜遅く、厚生労働省健康局水道課から「飯舘村における水道水中の放射性物質の

検出」の通知を受け、今朝６時に全職員を緊急招集し全戸に水を配給した。	 

	 	 	 住民への水の供給量は１０ｔ。職員が各戸を巡回し在宅人数を確認して、一人当た	 

り５００ｍｌのペットボトル６本＝３リットルを配達し、午後５時に作業をようやく	 

終えた。	 

明日も一人当たり約１０リットル、総量３０ｔの全戸供給を計画している。	 

	 

２、水質	 

村内に点在する４箇所の簡易水道配水池から給水している水の㏃ベクレル値につい	 

	 	 ても、今日、県が分析のためサンプルを採水した。今後３日間、給水をサンプリング

し分析にあたる。	 

	 

３、放射線の値	 

役場周辺では、１２μｓｖ付近まで下がってきた。	 

	 

４、医薬品、医療	 

村内の薬局ではまだ薬を確保できていないため、隣接する川俣町や福島市の医療機	 

関に頼っている。	 

ヨウ素剤については「２０マイクロシーベルト」以下の値では緊急性がないものと

判断し、配付を行っていない。	 

	 

５、鹿沼市の状況	 

２０日までに集団自主避難者５１０人が鹿沼市の体育館に避難したが、親戚や知人

を頼って、今日まで約７０人が鹿沼市から首都圏などに退出した。	 

避難者は鹿沼市役所の保健師からの看護を受けるなど、落ち着いた生活をしている。

村職員３名が避難者支援にあたっている。	 

	 

６．今後の対応	 

＜決定事項＞	 

・	 遠隔地に移動した村民の医療保険を考慮し、引き続き「遠隔地用健康保険証」を

交付する。	 

・	 村民を対象に、被爆の有無を調べる県の「スクリーニング」が、２２日と２３日

に「いちばん館」で実施される。村は村民の移動手段として各地区にスクールバ

スを巡回させる。	 

福
島
民
報
新
聞
H
23
・
3
・
22

平成２３年３月２２日（火）19:30現在 

■福島県飯舘村の震災・原発被災の現状 
災害対策本部長（飯舘村長）	 菅野典雄	 

１、給水	 

今日は、村内に残っている世帯に約１００ｔ、一人あたり２４リッター８日分に相

当する水を供給した。	 

	 

２、水質	 

滝下浄水場の給水は２０日に９６５㏃ベクレルあったが、２１日は４９２㏃に下が

った。	 

	 	 	 

３、放射線の値	 

役場周辺では、１６μｓｖ付近で推移している。	 

	 

４、薬	 

明日以降もいつ入荷するのか、薬の補給の見通しがたっていない。	 

隣接する川俣町の病院でも軽度の患者の受け入れしかできないなど、医療態勢が充

分でない。	 

	 

５、鹿沼市の状況	 

２２日現在、鹿沼市総合体育館に避難を受け入れていただいている村民は約３１０

人で、一部の人は首都圏などへ退出の動きがある。	 

村職員３名が現地対応にあたっている。	 

	 

６．今後の対応	 

＜決定事項＞	 

・	 被爆の有無を調べる県の「スクリーニング」は、明日の２３日も「いちばん館」

で実施される。	 

・	 医者や買い出しに行きたいが燃料が足りないとの要求にこたえ、明日、全戸に、

世帯１台限定で、１台あたり給油量約１３リッター、２千円分ガソリンの給油カ

ードを交付する。	 
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2011 年 ( 平成 23 年）3 月2011 年 ( 平成 23 年）3 月

3 月 23 日　村民向け「非常用住民給油カード」による供給開始

▲村内のようす

▲文部科学省が長泥地区に設置した線量計を指さす村民

▲県による家畜スクリーニング検査

　
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
に
よ
る
燃
料
供
給
が
始
ま

り
、
カ
ー
ド
に
よ
る
供
給
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
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2011 年 ( 平成 23 年）3 月2011 年 ( 平成 23 年）3 月

　庁舎に届いた支援物資を運ぶ職員。飲料水は最優先で村民
へ届けられました。

　福島県の主催で開催。講師は高村昇氏（長崎大学大学院医
歯・薬学総合研究科 原爆後障害医療研究施設 放射線疫学分野
教授）。

　自衛隊から受け取った飲料水は JA そうま野菜・花卉集出
荷所へ保管されました。

　支援物資を運ぶ職員たち。
▲谷垣禎一自由民主党総裁、同参議院議員・
　岩城光英氏、他議員団▲志位和夫日本共産党委員長、他議員団

　会場の「いちばん館」には定員を上回る 600 人が詰めかけ、
目に見えない放射線に対する村民の関心の高さを示しました。

飲料水等支援物資の受け取り 飲料水の保管

来庁者

福島県放射線リスクアドバイザーによる講演会開催

3 月 26 日 3 月 27 日

3 月 27 日

3 月 25 日

▶
松
下
忠
洋
経
済
産
業
副
大
臣

村役場へ支援物資が到着
3 月 24 日

地区の構成
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2011 年 ( 平成 23 年）3 月2011 年 ( 平成 23 年）3 月

　原発の現況や農作物作付けについて話し合われ、JA そうま
代表も参加しました。

　カップめんやクラッカーなどの食料を箱から出し、村民に
配布するために仕分けをしました。

第 3 回村議会東日本大震災並びに東京電力福島
第一原子力発電所事故災害特別委員会

支援物資の仕分け作業
3 月 28 日 3 月 28 日

3 月 28 日
京都大学・今中哲二氏らが組織した飯舘村周辺放射能汚染調査チームによる放射線サーベイ活動実施
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2011 年 ( 平成 23 年）3 月2011 年 ( 平成 23 年）3 月

　15 歳未満の子どもを対象に役場内で実施。受診した全員が異常
なしと診断されました。

子どもの甲状腺被ばく検査
3 月 29 日〜 30 日

3 月 29 日 甲状腺検査通知文書

地元ボランティアに
よる炊き出し

ガッツ石松氏が来訪。
左端は鹿沼市長 小中学生向け学習プリ

ント無料配布コーナー

放射線に関する勉強会

避難者の中から行政区ごとに

代表を決めて行われた会議
かぬま特使で女子プロゴル

ファーの藤田幸希選手から自

転車が100台寄贈された。

左端は佐藤信鹿沼市長

紙芝居を楽しむ避難者

避難所が開設された鹿沼総合体育館

（フォレストアリーナ）

テレビ観覧コーナー

お世話になった

鹿沼避難所
（2011 年 3 月 19 日〜 4 月 30 日）

THANK YOU KANUMA !!

THANK YOU KANUMA !!

体育館内に設置された
避難者向け掲示板

鹿沼市の避難所運営に携わっ
たボランティア団体の方々
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2011 年 ( 平成 23 年）4 月2011 年 ( 平成 23 年）3 月

　前日報道された IAEA による避難勧告について、説明に
訪れました。

　震災が起きて間もないこの日、4 人の新採用職員に辞令が
交付されました。

　IAEA による避難勧告や村内小中学校への対応などについて
話し合いました。

原子力保安院　来庁

第 4 回村議会東日本大震災並びに東京電力福島
第一原子力発電所事故災害特別委員会

3 月 31 日

3 月 31 日

国 際 原 子 力 機 関（IAEA）
が、村内の土壌から IAEA
が定める避難指示基準の
約 2 倍の放射性物質を検
出したと発表。

村の簡易水道水、基準値以下
となり、乳児を除き水道摂取
制限を解除。
1 歳未満は引き続きミネラル
ウォーターで対応。

村内 2 か所で県による
土壌調査実施。

福島民報新聞　H23.4.1（時事通信社配信）

　役場委員会室で村職員、議員、行政区長などを対象に開催されました。

▲当時の手書きメモ

福島県放射線リスクアドバイザー　山下俊一氏講演会
4 月 1 日

福島民報新聞　H23.4.5

民主党参議院議員・江崎孝氏、相原久美子氏　来庁辞令交付式
4 月 5 日4 月 1 日

4月1日3月30日
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2011 年 ( 平成 23 年）4 月2011 年 ( 平成 23 年）4 月

▲ 4 月 6 日、県から届いた文書

逢坂誠二総務大臣政務官　来庁
4 月 6 日

県農林水産部が土壌調査の結
果を公表。
前 田 地 区、 長 泥 地 区 の 水 田
から基準値（5,000 ベクレル）
を超える放射性物質
が検出される。

4月6日

◀
震
災
業
務
を
す
す
め
る
た
め
の
分
担
リ
ス
ト

提 言 書 

１、	 飯舘村について 

 

２、	 福島第一原子力発電所の事故による本村の被害について 

３、	 本村は反核の旗手になるつもりはない 

 

４、	 世界の範となる復旧復興の村へ 

５、	 復旧・復興に係る今後の支援について 

提言書　
4 月 5 日

村長が菅直人内閣総理大臣に提言書を提出しました。
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2011 年 ( 平成 23 年）4 月2011 年 ( 平成 23 年）4 月

　農作物の作付けについて話し合いが行われました。

第 6 回村議会東日本大震災並びに東京電力福島
第一原子力発電所事故災害特別委員会

第 1 回臨時行政区長会議で配布された資料から
第 1 回臨時行政区長会議

4 月 7 日 4 月 7 日
◀
福
島
県
の
制
度
を
活
用
し
、
福
島
市
内
の
旅
館
や
ホ
テ
ル
に
設
置
し
た

　
乳
幼
児
や
妊
産
婦
向
け
の
一
時
避
難
所
に
つ
い
て
知
ら
せ
る
文
書

▶
環
境
放
射
線
量
の
状
況
を
考
慮
し
、
村
内
に
設
置
し
た
避
難
所
へ
の

　
一
時
避
難
を
呼
び
か
け
る
文
書
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2011 年 ( 平成 23 年）4 月2011 年 ( 平成 23 年）4 月

　村長と議長が、村からの提言書、要望書を手渡しました。

鹿野道彦農林水産大臣　来庁

民主党衆議院議員・鳩山由紀夫氏　来庁

4 月 9 日

4 月 9 日

　飯舘中学校体育館で杉浦紳之氏（近畿大学教授・医学博士）
による講演会が行われました。

放射線に関する講演会を保護者向けに開催
4 月 10 日

▶ 3 月 28 日 に 県 が 実 施 し た サ ン プ リ ン グ 調 査 結 果 を

　 も と に 村 職 員 が 手 書 き で 作 成 し た 地 図

▲福島第一原子力発電所の事故に伴う今後の営農に関する緊急要望書
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2011 年 ( 平成 23 年）4 月2011 年 ( 平成 23 年）4 月

国が村内の土壌（3 月 28 日採取）からストロンチウムが検出された

と発表。県農林水産部が土壌再調査の結果を公表。村南部を中

心に基準値を大幅に超える放射性物質が検出されました。

▲全村避難について説明を受ける村内企業

▲「今年度、村の土壌に作付けし、農作物を出荷することは生産者としての
　モラルに反する」と結論をまとめた村議会事故災害特別委員会

▲行政区長会で説明する村長

▼配布資料の一部

計画的避難に関する説明会

第 8 回村議会東日本大震災並びに東京電力
福島第一原子力発電所事故災害特別委員会

自由民主党衆議院議員・町村信孝氏　来庁

4 月 11 日

4 月 12 日

4 月 13 日

　村内 6 か所で全村民を対象とした説明会が開か
れました（写真は比曽体育館）。

▲飯樋小学校体育館のようす

計画的避難に関する住民説明会
4 月 13 日

福島民報新聞　H23.4.13

4月12日

村内の高い放射線量が連日報道され、3 月 30 日には国際
原子力機関（IAEA）が村の土壌から高濃度の放射性物

質を検出したと発表したことから、村議会事故災害
対策特別委員会では議論を重ね、4 月 12 日に

農作物の作付け見送りを決定しました。

農産物の作付け見送り

国が村を計画的避難区域に設定
全村避難へ。

4月11日

国は東京電力福島第一原発から20km圏外でも年間

積算放射線量が20ミリシーベルトを超える区域を新

たに計画的避難区域に設定すると発表しました。
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2011 年 ( 平成 23 年）4 月2011 年 ( 平成 23 年）4 月

江田憲司みんなの党幹事長　来庁

住民説明会で
配布された資料の一部

4 月 13 日
自由民主党衆議院議員・下村博文氏、 馳浩氏、
永岡桂子氏　来庁

公明党参議院議員・山口那津男代表　来庁
 

自由民主党衆議院議員・徳田毅氏　来庁

4 月 15 日

4 月 15 日 4 月 15 日

福島民報新聞　H23.4.7
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2011 年 ( 平成 23 年）4 月2011 年 ( 平成 23 年）4 月

　福山哲郎官房副長官、平野達男内閣府副大臣、松下忠洋経済産
業副大臣が来村。行政区長などを対象とした計画的避難に関する
説明会を開催しました。

　村は、いち早く幼稚園・小中学校の移
転先を探し始め、川俣町へ支援を要請。
川俣町は快く受け入れを承諾してくれま
した。草野幼稚園は町立川俣幼稚園、飯
樋幼稚園は町立富田幼稚園、草野・飯樋・
臼石小学校は町立川俣中学校、飯舘中学
校は県立川俣高校に間借りして、4 月 21
日から保育・授業が始まりました。

住民代表説明会
4 月 16 日

枝野幸男内閣官房長官　計画的避難の協議 民主党参議院議員・増子輝彦氏　来庁
4 月 17 日 4 月 17 日

　ラーメンや野菜などの支援物資を持って「やすらぎ」を訪れ、
避難する村民と懇談しました。

第 8 回村議会臨時会

合同入学式・入園式

川俣町の支援を受けて

杉良太郎氏・伍代夏子氏　慰問
4 月 18 日

4 月 20 日

4 月 19 日

▲新しい制服に身を包んだ飯舘中の新入学生

▲飯舘中学校体育館で小中学校の合同入学式を開催

▲同日、幼稚園・小学校・中学校の各校舎で始業式が行われました ▲スクールバスで避難先へ帰るようす

▼川俣中学校の教室で授業を受ける小学生たち

▲川俣高校の教室で授業を受ける飯舘中学生

合同入学式

始業式

◀
村
内
3
小
学
校
の
新

　
入
学
生
が
勢
ぞ
ろ
い

▲飯樋幼稚園の新入園児

▲合同入園式は飯舘中学校多目的ホールで開催

▲草野幼稚園の新入園児

合同入園式

38 39



2011 年 ( 平成 23 年）4 月2011 年 ( 平成 23 年）4 月

国が村全体を計画的避難区域に指定。

村内企業に対する計画的避難に関する説明会

▲国の発表を告げるテレビに注目する職員

黛まどか氏　来庁

国から派遣された職員が着任し、飯舘村現地政府対策室設置

4 月 21 日

4 月 22 日

4 月 22 日

　手続きのため、村民が庁舎へ集まり始めました。

　村民有志による「愛する飯舘村を還せ！！プロジェクト」
がいちばん館で決起集会を開催。

▲村民が登壇し、思いを述べました

　各避難説明会場で配布する 1 人 3 万円の見舞金を準備す
る役場職員。

被災証明書の発行がスタート

村民決起集会

村災害救援見舞金　準備作業 村内 20 行政区での避難説明会並びに見舞金給付

4 月 23 日

4 月 26 日

4 月 27 日 4 月 29 日

福
島
民
報
新
聞
　
H
23
・
4
・
20

　
　
　
　
　（
共
同
通
信
社
配
信
）

福
島
民
報
新
聞
　
H
23
・
4
・
26

4月22日

　政府と村との連絡調整を行うため 7 月 10 日まで設置。内閣
府から 6 人の職員が派遣されました。

国は飯舘村を計画的避難区域に設定したと発表。
この日を境に、飯舘村は全村避難へ向けて動き出すこ
とになりました。
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2011 年 ( 平成 23 年）5 月2011 年 ( 平成 23 年）4 月〜 5 月

　鹿沼市に避難していた約 70 人が帰郷しました。

　飯舘中学校体育館で開催され、東京電力副社長が、参加し
た 1,300 人の村民へ謝罪しました。

▲東京電力社員へ放射能への不安や村の現状を訴える村民

　五百旗頭真委員長をはじめとする委
員が役場を訪れ、村長と会談しました。

栃木県鹿沼市の避難所を閉鎖

東京電力による謝罪及び住民説明会

復興庁復興構想委員会による視察

4 月 30 日

4 月 30 日

5 月 2 日福島民報新聞　H23.5.1

　計画的避難に関する村民調査票は、大学職員などのボラン
ティアによってデータ化されました。6 日は 19 人、14 日は
16 人が作業に当たりました。

　被災証明手続きや住宅相談のために、多くの村民が役場へ
詰めかけました。

　川俣町内に間借りした校舎で 4 月 21 日から再開した授業を
受けるため、村役場発のスクールバスに乗り込む子どもたち

バス通学のようす

ボランティアによる集計作業避難相談

混雑する庁内
5 月 2 日

5 月 6 日5 月 6 日

5 月 2 日

福
島
民
報
新
聞
　
H
23
・
5
・
1

　役場第一会議室で、個別相談に応じる役場職員。日本赤十字社
寄贈の生活家電セットの説明や避難先の斡旋などを行いました。
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2011 年 ( 平成 23 年）5 月2011 年 ( 平成 23 年）5 月

　来庁した東京電力社長が、役場第一会議室で村に謝罪しました。

東京電力社長　来庁

片山善博総務大臣　来庁

乳幼児世帯へ
の避難説明会

志位和夫日本共産党委員長　来庁

5 月 9 日

5 月 9 日

5 月 10 日

5 月 9 日

乳児の水道水摂取制限解除

5月10日

◀
ベ
ビ
ー
フ
ー
ド
や
紙
お
む
つ
な
ど
の

　
生
活
必
需
品

◀終了後、希望する支援物資を申し込
　む参加者

▲いちばん館での説明のもよう

自由民主党参議院議員・佐藤正久氏　来庁 岡田克也民主党幹事長　来村
5 月 8 日 5 月 8 日

▶
全
村
避
難
に
あ
た
り
、
村
職
員
が
受
け
入
れ
先
情
報
を

　
一
つ
ひ
と
つ
集
め
て
作
成
し
た
一
次
避
難
計
画

◀
い
い
た
て
ホ
ー
ム
視
察
の
よ
う
す

▶
役
場
前
に
置
か
れ
た
看
板

福
島
民
報
新
聞
　
H
23
・
5
・
10

村長は、「村に住民票を置いたまま、村民が避難先でも行政サービスを
受けられる仕組みを」と訴え、「二重の住民登録」の提案を行いました。
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2011 年 ( 平成 23 年）5 月2011 年 ( 平成 23 年）5 月

　第 3 回の開催地である飯舘村へ、呼びかけ人や実行委員が
視察に訪れ、飯舘村支援についての意見交換が行われました。

　村内の畜産農家に対し牛の出荷や避難先等について説明が
ありました。

　計画的避難にともなう避難者の第 1 陣が離村。10 世帯 64
人が吉倉公務員宿舎や飯坂温泉赤川屋などに避難しました。

計画的避難に伴う家畜の今後の方針に係る説明会 第 7 回日本再発見塾 in 福島

計画的避難による離村（第 1 陣）開始

ドイツから国会議員が来庁

5 月 11 日 5 月 14 日

5 月 15 日

5 月 16 日

計画的避難に係る企業説明会
5 月 18 日

福
島
民
友
新
聞
　
H
23
・
5
・
15

福島民友新聞　H23.5.19

河北新報　H23.5.18
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2011 年 ( 平成 23 年）5 月2011 年 ( 平成 23 年）5 月

　旅館やホテルなどの一次避難先から通学するためのスクー
ルバスが運行を開始。村内発のスクールバスは 6 月 10 日で終
了しました。

　MLA 豪州食肉家畜生産者事業団主催の招待事業が、シドニー
で開催されました。飯舘村からは肉牛生産者と元村職員が招
待され、慈善バーべキューに参加しました。

　いちばん館で行われた健康診断のようす。

避難説明会

比曽・長泥・蕨平地区住民対象の健康診断

スクールバス運行　開始

被災者支援プログラム「いっしょにがんばろう、日本」招待 行政区長会

5 月 21 日

5 月 21 日

5 月 23 日

5 月 19 日 5 月 20 日

▶
一
般
世
帯
を
対
象

　
と
し
た
避
難
説
明

　
会
を
開
催

◀
説
明
の
後
、
個
別
相
談
を
実
施

福島民友新聞　H23.5.25

福
島
民
友
新
聞
　
H
23
・
5
・
26
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2011 年 ( 平成 23 年）5 月2011 年 ( 平成 23 年）5 月

負けねど飯舘！！村民の集い5 月 25 日

　計画的避難にともない村外へ役場機能を移転するため、福
島市飯野支所を視察しました。

　商工関係者向けの説明会が行われました。

　計画的避難区域の設定にともない、村外転居を考える
村民が増えたため、村役場玄関前に引越し相談受け付け
窓口が設置されました。

　高価な農機具を置いて避難することへの不安を解消するた
め、村振興公社たい肥センター敷地で農機具を一斉保管する
ことになりました。

村役場の移転先視察

東京電力説明会

引越し業者の臨時相談窓口

農機具保管　開始
5 月 25 日

5 月 26 日

5 月 26 日

5 月 25 日

福島民報新聞　H23.5.27

▲このイベントは「愛する飯舘村を還せ！！プロジェクト」主催で
　開催され、各行政区の村民による意見交換も行われました

◀「ふるさと」を全員で合唱

▲加藤さんは「花」や「知床旅情」などを弾き語りを交えて披露しました

▶
会
場
は
飯
舘
中
学
校
体
育
館

▶
い
い
た
て
お
母
さ
ん
コ
ー
ラ
ス
と
と
も
に

　
歌
う
歌
手
の
加
藤
登
紀
子
さ
ん
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2011 年 ( 平成 23 年）5 月〜 6 月2011 年 ( 平成 23 年）5 月

　汚染された農地を復活させるため「ふるさとへの帰還に向
けた取り組み」として鹿野農林水産大臣が来村し、会合が開
かれました。

　沢田さんは 2008 年、飯舘中の生徒が企画したコンサートに
出演。今回は、当時企画に携わった生徒と再会し、彼らが成
人した年にふたたびコンサートを開くと約束しました。

　6 月 22 日の移転に先立ち、看板を設置しました。

▲「会いたい」などを熱唱する沢田さん

　役場移転前に数名の職員が出張所での業務を開始。一次
避難所を巡回し、困りごとの聞き取りや生活物資の配布、
村からのお知らせの掲示などを行いました。

　村長とともに鹿野農林水産大臣もひまわりの種をまきました。

　役場機能を移転する福島市と協定を結びました。

農地土壌除染技術開発実証実験　開始

沢田知可子さん　来村

飯舘村役場飯野出張所 看板設置

原発賠償審査会に村長が出席

飯舘村・福島市間で支援協定書締結

5 月 28 日

5 月 29 日

6 月 1 日

5 月 31 日

5 月 30 日

国が長泥行政区内の観測点
で 積 算 放 射 線 量 20 ㍉シー
ベルトを超えたと発表。

5月31日

福島民友新聞　H23.6.1

福島民友新聞　H23.6.1

　村長が総務省を訪問して要望書を手渡し、財政措置要望と
災害に係る政府支援を要請しました。

片山善博総務大臣へ要望
5 月 31 日

福
島
民
友
新
聞
　
H
23
.
5
.

31
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2011 年 ( 平成 23 年）6 月2011 年 ( 平成 23 年）6 月

　応募者を対象に説明会が行われました。

　村内では 9 事業所に継続操業が認められ、操業継続事業者に
は従業員の線量管理や健康管理が義務づけられました。

いいたて全村見守り隊　説明会

操業継続希望事業所のようす

6 月 2 日

6 月 3 日

福島民友新聞　H23.6.4

◀継続操業を認められた
　フクホウ工業

▼線量管理のための注意書き

福
島
民
報
新
聞
　
H
23
・
6
・
10

▲村役場内に設置した、年金相談窓口で業務にあたっていただき
　ました。写真は平成 23 年 6 月 2 日のようす

▲村役場第 2 会議室に設置された災害対策チームのようす。
　国や県から派遣された職員も参加しました

飯舘村災害対策本部への人的支援

飯舘村災害対策本部への人的支援　2011.9.16

派遣元 時期 人数 内容

福島県農林水産部 2011/3/17～ 3人

①2011/4/5～ 3人

②2011/9/28～ 2人

国（現地政府対策室）
2011/4/22～
2011/7/10

5人 現地政府対策

国（福島現地対策本部） 2012/1/10～ 1人 除染対策

群馬県高崎市
2011/5/19～
2011/7/21

述べ39
人

借上げ住宅あっせん、ペット
助言、保健相談

国（財務局）
2011/5/23～
2011/7/28

2人 公的宿舎等入居あっせん

愛媛県内子市
2011/6/27～
2011/7/7

2人 借上げ住宅等入居あっせん

長崎県
2011/6/30～
2011/8/30

2人 避難所の保健相談

栃木県鹿沼市 2012/4/1～ 1人
中山間地域等直接交付金や
有害鳥獣に関する事務

国（経済産業省）

災害対策本部の総合調整、
個別事案の助言指導

国や自治体からの人的支援

震災直後から現在に至るまで、村
の役場機能を支えるために国や全国
の自治体から多くの応援職員を派遣
していただいています。
この場を借りて、感謝申し上げます。

愛媛県内子町職員群馬県高崎市職員

相馬年金事務所職員

54 55



2011 年 ( 平成 23 年）6 月2011 年 ( 平成 23 年）6 月

　隊員は出発式の後いちばん館に集まり、出勤から退勤まで
の作業順序などの説明を受け、パトロールを開始しました。

▲隊員それぞれの車にステッカーを貼り、パトロールに出発！

　ビレッジハウスで中川恵一東大病院准教授による講演が行
われました。

　「県畜産試験場で飯舘牛を預かってもらえないか」。県職員
と畜産農家を交えた話し合いが行われました。

　村職員が保健師などとともに各地の一次避
難所を定期的に訪問。

いいたて全村見守り隊　出発式

放射線と健康に関する相談会 飯舘牛避難打ち合わせ

一次避難所のようす

6 月 6 日

6 月 7 日 6 月 8 日

6 月 9 日

▲困り事や不安な事などを聞きとる
　村職員

▼血圧を測定し、体調をたずねるようす

文部科学省による土壌調査
6 月 11 日

福
島
民
友
新
聞
　
H
23
・
6
・
14

　作物への放射性物質の移行を調べるため農林水産省が実施。
表土をはぎ取ってから米を作付けする作業が、飯樋字八和木
地内の水田で行われました。

　計画的避難区域設定に伴う村内企業の移転について、現地
政府対策室と村で話し合いが行われました。

稲の試験作付け実証実験

村内企業移転に関する打ち合わせ

6 月 13 日

6 月 13 日

　計画的避難区域の指定に伴い、公民館収蔵の古文書、考古
学資料等の文化財を財団法人福島県文化振興事業団へ保管委
託するための作業が行われました。

村内文化財保管委託による運搬のようす
6 月 17 日

　文部科学省職員が来村し、土壌汚染の状況を確認するため、
表層 5cm の土壌を採取し、ゲルマニウム半導体検出器を用い
て核種分析を実施しました。
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2011 年 ( 平成 23 年）6 月2011 年 ( 平成 23 年）6 月

民主党衆議院議員・玄葉光一郎氏　来庁
6 月 18 日

古舘伊知郎氏　来庁

公社肥育牛の運び出し

6 月 21 日

6 月 21 日

福島民報新聞　H23.6.22

　13 日の表土はぎの作業を経て、田植えが行われました。

稲の試験作付け実証実験
6 月 20 日

　役場第一会議室で職員会議が行われました。

　飯舘村役場機能が福島市飯野支所に移転し、福島市長を迎
えて開所式が行われました。

役場機能移転前日のようす

飯舘村役場飯野出張所　開所

6 月 21 日

6 月 22 日

福
島
民
報
新
聞
　
H
23
.
6
.

22

▲記者会見で村長が発表したまでいな希望プラン

◀
村
長
記
者
会
見
の
よ
う
す

◀
飯
野
出
張
所
で
の
業
務
の
よ
う
す

　振興公社の牛は、避難にともない全頭が運び出さ
れました。この日は矢吹家畜市場に出荷しました。
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2011 年 ( 平成 23 年）6 月2011 年 ( 平成 23 年）6 月

　村役場飯野出張所の向かいにある「いいの交流館」に臨時
事務所が設けられ、業務がスタートしました。

　会談の中で村長は要望書を提出しました。

◀▲村長が知事に手渡した要望書

自由民主党参議院議員・森まさこ氏　来庁福島県佐藤雄平知事と村長が会談 飯舘村社会福祉協議会　臨時事務所オープン
6 月 23 日6 月 23 日 6 月 27 日

福
島
民
報
新
聞
　
H
23
.
6
.

24
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2011 年 ( 平成 23 年）7 月2011 年 ( 平成 23 年）6 月〜 7 月

▲川俣高校の校舎を間借りして授業を受けるようす

飯舘中学校授業風景
7 月 8 日

三宅島全島避難に学ぶ勉強会
7 月 7 日

▲平野祐康前三宅島村長が来庁

▼「全島避難から帰村まで～三宅
　島 2000 年噴火の経験から～」
　と題し講演

◀相馬市の厚意によりいち早く運用が
　開始されました

▲熱心に話を聞く村職員

福
島
民
友
新
聞
　
H
23
・
7
・
4 福島民報新聞　H23.7.12

▶
毎
日
の
放
射
線
量
や
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
掲
示
さ
れ
て
い
ま
す

▲ 14 日にはスポーツ大会が開催されました　東京電力社長が来庁し、謝罪しました。

東京電力　西澤俊夫社長来庁
7 月 1 日

福島民友新聞　H23.6.28
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2011 年 ( 平成 23 年）7 月2011 年 ( 平成 23 年）7 月

　村長から村土壌改良プロジェクトアドバイザー 4 人に委嘱
状が手渡されました。

▲飯舘中学校

終業式
7 月 20 日

▲飯樋幼稚園

▲草野幼稚園

　
そ
れ
ぞ
れ
が
間
借
り
す
る
学
校
で
1
学
期
の
終
業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。（
写
真

は
草
野
・
飯
樋
・
臼
石
小
学
校
の
合
同
終
業
式
）

健康手帳「までいなからだ」発行第 13 回村議会
東日本大震災並びに福島第一原子力発電所事故特別委員会

7 月 20 日7 月 15 日

▶
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
康
の
た
め
に
、
3
月

　
11
日
以
降
の
行
動
や
健
診
を
記
録
で
き
る
手
帳
を
発

　
行
し
、
18
歳
以
下
の
全
員
に
配
布
し
ま
し
た

　独立行政法人放射線医学総合研究所の米原英典氏により「原
発事故による放射性物質の健康影響」と題した講演会が開催
されました。

操業継続企業への放射線説明会
7 月 22 日

岡本保 総務事務次官　来庁
7 月 25 日

　震災の影響で、本来であれば 3 月末に行われる予定だった
離任式がこの日行われました。子どもたちの心の安定に配慮
し、1 学期終了後の離任となりました。写真は小学校。

小中学校教職員の離任式
7 月 26 日

▲中学校のようす

◀
各
幼
稚
園
に
は
ミ
ッ
フ
ィ
ー
が

　
登
場
し
ま
し
た
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2011 年 ( 平成 23 年）8 月2011 年 ( 平成 23 年）7 月

　会場の飯野町大久保小学校には村民のほか飯野町の皆さん
も集まり、歌や踊りを楽しみました。日本モンゴル親善協会
の主催で行われました。

　農家の休業補償を請求するための説明会がＪＡ主催で行われま
した。この説明会は 7 月 27 日・29 日・30 日にも実施されました。

　飯野町学習センターで 2 人の講師による基調講演が行われ
ました。

モンゴル激励コンサート

原子力災害に伴う「不耕作による損害」請求説明会

いいたてまでいな復興プラン庁内検討委員会

8 月 1 日

8 月 1 日

8 月 9 日

　農林水産省が実施している除染の実証試験の進捗状況を確
認しました。

　翌日の 8 日、18 人の参加者が、持続可能な社会づくりにつ
いて学ぶため、ドイツへ旅立ちました。

篠原孝農林水産副大臣　ひまわり実証ほ場視察

ドイツ海外研修「未来への翼」結団式

8 月 5 日

8 月 7 日

　6 月半ば頃から、各仮設住宅で入居申込受付が始まりました。

松川第一仮設住宅への入居開始
7 月 28 日 ◀▼ 3 月末に村職員が手

　　書きで用意した入居
　　の振り分け表

　会場は福島市の尚志学園。中学 3 年生の受験対策のため 7
月から 12 月までの半年間開講しました。

村塾開講
7 月 29 日

　村役場機能が飯野町に移転したことから、実行委員会
の皆さんが、タイトルに “ 飯舘 ” の文字を入れてくださ
いました。「佐須の虎捕太鼓」も参加しました。

がんばっぺ！ホコ天　飯野・飯舘復興祭
7 月 31 日

▲歩行者天国となりにぎわう町内
▲「いいたて愛」によるよさこい
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2011 年 ( 平成 23 年）8 月〜 9 月2011 年 ( 平成 23 年）8 月

各幼稚園、小学校、中学校の二学期がスタートし、それ
ぞれが間借りする園舎・校舎で始業式が行われました。

　健康づくり支援プロジェクトチームが、伊達東仮設住宅で
健康プログラムを開始。伊達東公民館を会場に行われました。

始業式
第 2 回いいたてまでいな復興プラン庁内検討委員会

健康プログラム

8 月 25 日
8 月 30 日

9 月 3 日

▲新しい先生の着任式を行う小学校のようす

▲飯舘中学校では始業式の後、宮崎県の細田中学校
との短歌交流も行われました

福島民報新聞　H23.8.28

第 2 回東京電力福島第一原子力発電所事故災害
復興対策特別委員会

「ふるさとへの帰還に向けた取組み」で植えた
ひまわりの刈り取りを実施

9 月 5 日 9 月 5 日

　土壌除染アドバイザーが職員向けに村の除染方針について
説明しました。

　伊丹沢地区の水田において、固化剤を用いた表土はぎ取り
などの現地試験が農林水産省によって行われました。（24 日、
30 日にも実施）。

除染方針説明会

農林水産省による除染実証実験

8 月 18 日

8 月 19 日

　新潟県中越地震で全村避難した旧山古志村の村長を務めた
長島忠美氏から当時の話を聞きました。

元山古志村長・長島忠美衆議院議員講演会
8 月 10 日
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2011 年 ( 平成 23 年）9 月2011 年 ( 平成 23 年）9 月

　比曽行政区の主催で約 120 人が参加しました。

　模造紙に付箋を貼りながらアイデアを出し合いました。 　家庭の子育てにかかる経費を軽減し、子どもたちの健全育
成を図ることを目的に交付。17 日にも行われました。

鹿野道彦農林水産大臣による放射性物質除去
実証実験視察

瀬戸内寂聴さん「心のきずな説法」

復興に向けた村職員ワークショップ 子育てプリペイドカード交付式

9 月 7 日 9 月 8 日

9 月 9 日 9 月 11 日

　園庭が使用できないため、運動会は屋内開催となりました。
草野幼稚園は 38 人が参加しました。

▲飯樋幼稚園も 32 人の園児が参加しました

　松川駅前商店会主催、松川町商工会共催のこのイベントは、
村民と松川町の人たちの交流を図るために開催されました。 ▲村からは佐須の虎捕太鼓が参加しました

　仮設住宅内の防犯や交通安全、生活相談の拠点として福島
県警・福島警察署が設置しました。

　福島市の飯坂温泉に、飯舘村民の憩いの場、交流の場とし
て開所しました。

草野・飯樋幼稚園でミニ運動会開催

飯舘絆♥松川がんばっぺ‼第 14 回夕暮れコンサート

松川第一仮設住宅「ふれあい交番」設置 「いやしの宿いいたて」開所

9 月 11 日

9 月 11 日

9 月 11 日 9 月 12 日

第 3 回いいたてまでいな復興プラン庁内検討委員会 第 1 回リスクコミュニケーション推進委員会
9 月 13 日 9 月 13 日
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2011 年 ( 平成 23 年）9 月2011 年 ( 平成 23 年）9 月

　「飯舘村民や飯舘を愛する人々が集える時間をつくろう！」と実行
委員会が組織され、松川第一仮設住宅駐車場で開催。当日は約 1,500
人が参加しました。

　産経新聞東日本大震災復興支援未来塾の取り組みで、旧明
治小仮設と相馬仮設を訪問。参加者に簡単なストレッチを教
え交流を深めました。

　福島市立飯野小学校体育館で開催し、310 人が参加しました。

増田明美氏　仮設住宅訪問
9 月 15 日

福島民友新聞　H23.9.17

飯舘村敬老会

絆つながる「までいな一日。」

9 月 18 日

9 月 19 日

◀
代
表
で
敬
老
祝
い
金
を
受

　
け
取
る
井
上
さ
ん

▶
新
日
本
舞
踊
藤
山
新
流
一
葉
会

　
に
よ
る
踊
り

◀
村
職
員
愛
好
会
に
よ
る

　
南
京
玉
す
だ
れ

▲
金
婚
夫
妻
を
代
表
し
て

　
庄
司
夫
妻
が
登
壇

◀
オ
レ
ン
ジ
ク
ロ
ー
バ
ー
に
よ
る

　
沖
縄
音
楽
の
演
奏

◀
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
躍
し
た
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー

▲参加者も一緒に踊ったフラダンス

▲東京の美容師たちによる無料へア
　カットコーナー

▶加藤登紀子さん、までい
　大使の Yae さんらによる
　ステージ

▲比曽行政区の三匹獅子舞
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2011 年 ( 平成 23 年）9 月〜 10 月2011 年 ( 平成 23 年）9 月

　福島市の旅館を会場に、約 150 人の区民が参加。除染につ
いての研修後、交流会を開催しました。23 年度はすべての行
政区で研修会が開かれ、久しぶりの再会で交流を深めました。

　相馬市、川俣町、福島市松川町に建設された施設の完
成式が行われました。

　表彰式は飯野出張所で行われました。

第 4 回いいたてまでいな復興プラン
庁内検討委員会

平成 23 年度飯舘村表彰式

佐須行政区研修会

村事業者用仮設施設完成式

自見庄三郎内閣府特命担当大臣
（金融担当）来庁

いいたて全村見守り隊隊員に感謝状

村が東京電力への損害賠償手続きに関して注意喚起する文書を全世帯に配布

9 月 20 日 9 月 30 日

10 月 2 日

10 月 4 日

9 月 21 日

9 月 30 日

9 月 27 日

朝日新聞　H23.9.28

▲受賞者を代表し謝辞を述べる佐藤隆明さん

▲血圧測定も行われました

▲施設内のようす
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2011 年 ( 平成 23 年）10 月2011 年 ( 平成 23 年）10 月

　川俣町内の学校で学習している小学生 19 人が招待され、
オープニングパレードに参加しました。

　川崎市による子ども・子育て応援ツアー（二泊三日）が開
催され、小学生とその保護者ら 174 人が参加しました。

　アルゼンチン風ドレスやポンチョを身にまとい、演奏や踊
りを楽しみました。

コスキン・エン・ハポン 2011

ドラえもんミュージアムに招待

10 月 8 日

10 月 8 日

▶映画のキャラクター
　と記念撮影

▲活動のようす。写真は 2012 年 2 月 21 日撮影のもの

◀ドラえもんミュージアムを
　満喫しました

第 5 回いいたてまでいな復興プラン庁内検討委員会
10 月 13 日

第 1 回いいたて復興計画村民会議
10 月 19 日

　飯舘村公民館を会場に行われ、村消防団員や女性消防隊員
など約 140 人が参加しました。

秋季検閲式
10 月 23 日

さだまさし氏、南こうせつ氏　来庁
10 月 24 日

　春から活動していた松川第一仮設住宅の縫い物サークル。
毎週水曜日に集まり、「までい着」や「綿入りはんてん」な
どを制作します。

いいたてカーネーションの会活動中

みんなの党・渡辺喜美代表　来庁いいたてまでいな復興会議　仕事部会

10 月 26 日

10 月 26 日10 月 26 日
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2011 年 ( 平成 23 年）11 月2011 年 ( 平成 23 年）10 月〜 11 月

復興プランの村職員による検討
11 月 11 日

　衆議院議員が飯野出張所に集まり行われました。　オープン参加で 8 区からの出場となったものの、選手たち
が力走を見せた大会となりました。

第 3 回いいたて復興計画村民会議

衆議院環境部会第 23 回ふくしま駅伝に参加

11 月 18 日

11 月 21 日11 月 20 日

福
島
民
報
新
聞
　
H
23
.
11
.

19

「サポートセンターあづまっぺ」が松川第一仮設
住宅に開所

10 月 28 日

福
島
民
友
新
聞
　
H
23
.  

10
.

30

　会場は川俣町中央公民館。合唱や太鼓、よさこいなどを発
表しました。

　飯野町のイベントに飯舘村民も参加し、避難先で作った野
菜や加工品を販売しました。

　飯野出張所で中間処理施設の説明会が開かれました。

飯舘中学校文化祭「赤蜻祭」
10 月 30 日

中間処理施設説明会
11 月 2 日

飯野収穫祭 第 2 回いいたて復興計画村民会議
11 月 3 日 11 月 4 日

　未来の翼に参加した中学生が、ドイツで学んだことを伝え
る授業を福島大学で行いました。

中学生による特別授業
11 月 9 日
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2011 年 ( 平成 23 年）11 月〜 12 月2011 年 ( 平成 23 年）11 月

▲飯樋幼稚園▲草野幼稚園

　環境省職員が草野地区の村民を対象に開催しました。

第 4 回いいたて復興計画村民会議

両幼稚園でおゆうぎ会を開催

除染モデル事業説明会

11 月 28 日

11 月 26 日

11 月 29 日

朝日新聞　H23.11.29 福島民報新聞　H23.12.1

　1 日から 10 日までの期間、19 歳以上を対象に仮設住宅や飯
野学習センター等で実施しました。

　仮設住宅や村役場を結び、テレビ会議ができるシステムを
12 月から 3 月末まで認定 NPO 法人 BHN テレコムから無料提
供していただきました。

　㈱菊池製作所と東京大学の寄贈で村内 4 か所に設置された
WEB カメラについて、東京大学情報理工学系研究科佐藤知正
教授が報告しました。

総合健診

テレビ会議システムが稼働 ふるさとモニタリングシステム設置報告会

第 5 回いいたて復興計画村民会議

12 月 1 日

12 月 1 日 12 月 1 日

12 月 6 日

　秋空の下、24 日までの 3 日間開催されました。 　小宮行政区の村民を対象に飯野出張所で行われました。

あづまっぺグラウンド・ゴルフ大会 第 3 回飯舘村除染計画説明会
11 月 22 日 11 月 25 日
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2011 年 ( 平成 23 年）12 月2011 年 ( 平成 23 年）12 月

　相馬農業高校飯舘校の仮校舎を福島大学行政政策学類の学
生などが訪ね、ジェスチャーゲームや会話を楽しみました。

　答申された計画は、「村民一人ひとりの復興」を目指すこと
を軸に、「村に帰る人」だけでなく「村に戻りたくとも戻れな
い人」の復興も支援する内容となりました。

　日本赤十字社福島支部の担当者が旧明治小仮設住宅を訪問
し、心肺蘇生法やＡＥＤの使い方について講習会を開きました。
講習会は他の仮設住宅でも随時行われました。

クリスマス交流会

いいたて復興計画村民会議が村に答申書を提出

日本赤十字救急法講習会
12 月 14 日

12 月 8 日

12 月 10 日

毎日新聞　H23.12.6

　森づくりの活動や環境教育を行っているグリーンサンタ基
金のサンタクロースが、デンマークから訪れ、村の幼稚園児、
小学生と交流しました。

　環境省と自衛隊が村役場庁舎の除染結果を村長らに報告しました。

飯舘村勤労者互助会懇親パーティー

グリーンサンタが子どもたちと交流

飯舘村役場庁舎の除染結果報告会
12 月 18 日

12 月 14 日

12 月 19 日

　飯舘村の小学 6 年生が二泊三日の旅へ旅立ちました。

沖縄でのまでいの旅　出発式
12 月 24 日

政 府 が 東 京 電 力 福 島 第 一 原 発
の原子炉が冷温停止状態になっ
たと判断し、事故収束に向けた
工程表ステップ 2 の完了を宣言。

12月16日

　この測定器は村役場本庁舎に置かれました。放射性ヨウ
素 131、放射性セシウム 134 及び 137、自然放射性カリウ
ム 40 の 4 種類が測定できます。

　水や食品など 1 日平均 15 件ほどの検体が測定できるよ
うになりました。

放射性物質測定機器　運用開始
12 月 5 日

福島民報新聞　H23.12.19
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2011 年 ( 平成 23 年）12 月〜 1 月2011 年 ( 平成 23 年）12 月

平成 22 年度飯舘村幼稚園小学校　卒園卒業式
12 月 25 日

◀
漫
画
家
・
鳥
山
明
氏
の
協
力
で
、
ア
ニ
メ
の
キ
ャ
ラ

　
ク
タ
ー
が
村
の
子
ど
も
た
ち
に
お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー

　
ジ
を
贈
り
ま
し
た

▲歌手の岡本真夜さん。
　「TOMORROW」などを
　歌い、子どもたちを励
　ましました

▲かわいい着ぐるみも登場！

▼▶卒園・卒業証書は在校時
　　の校長から一人ひとりに
　　手渡されました

▲村内取材など企画から協力した、俳優でリバース
　プロジェクト代表の伊勢谷友介さん

　農地除染対策実証事業にかかる農業者等との意見交換会が、
鹿野農林水産大臣の出席の下、行われました。

　12 月 27 日から 1 月 28 日までの一か月間、飯野出張所に
移動式ホールボディカウンタが設置され、内部被ばく検査を
行いました。

　飯野学習センターで行われ、平成 3 年 4 月 2 日生まれから
平成 4 年 4 月 1 日生まれまでの新成人 80 人（男 40 人・女 40
人）のうち 65 人が出席して新たな門出を祝いました。

村農業者等との意見交換会

林野庁・皆川芳嗣長官　来庁

第 2 回飯舘村避難村民自治組織連絡協議会

内部被ばく検査のようす 平成 24 年飯舘村成人式

12 月 27 日

12 月 28 日

12 月 27 日

1 月 5 日 1 月 8 日

朝日新聞　H24.1.6
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2012 年 ( 平成 24 年）1 月2012 年 ( 平成 24 年）1 月

　消防団員、女性消防隊員など 122 人の消防関係者が出席
しました。

　12 月〜 1 月の一か月間、草野大師堂地内や村内継続事業所などで環境省による除染
モデル実証事業が行われました。写真はいいたてホーム外庭の除染風景。

平成 24 年飯舘村消防出初式除染モデル実証事業のようす
1 月 8 日12 月〜 1 月

▲草野小学校グラウンドの切削

▲㈱菊池製作所のアスファルト切削

▲草野地区の森林枝打ち

▲ハヤシ製作所建屋の洗浄

▲公民館の洗浄

　教育長が、福島市飯野町に建設される仮設園舎について、
園児に伝えました。

　常陸宮さま、華子さま両殿下が松川第一仮設住宅とサポー
トセンター「あづまっぺ」を訪れ、避難中の村民を励まされ
ました。

草野・飯樋幼稚園で始業式

常陸宮さま両殿下が避難者を励ます

第 1 回除染事業に関する組織立ち上げ会議

1 月 11 日

1 月 17 日

1 月 16 日

福島民友新聞　H24.1.20

福島民友新聞　H24.1.11
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2012 年 ( 平成 24 年）1 月 2012 年 ( 平成 24 年）1 月

　中川恵一氏を講師に招き、飯野出張所で開催されました。

▲幼稚園で行われました。0 歳から 15 歳の子どもがいる世帯と
　妊婦のいる世帯、あわせて約 500 世帯が対象となりました

　「仮設住宅内の利便性の向上」や「避難生活中の営農意欲
維持」などを目的に村直売所連絡協議会が運営しています。

　松川第一仮設住宅を訪れ、豚汁などの炊き出しを行いました。

平野博文文部科学大臣が村の小学校を視察

放射線リスク講演会 線量計配布式

はるな愛さんが仮設住宅訪問

飯舘村直売所松川店　オープン

1 月 19 日

1 月 24 日 1 月 26 日

1 月 23 日

1 月 28 日

◀
先
生
か
ら
説
明
を
受
け
る
園
児
と
保
護
者

◀
配
布
さ
れ
た
積
算
線
量
計

　福島駅東口などを会場に行われ、村からは「佐須の虎捕太
鼓」と「比曽の三匹獅子舞」が出演しました。

絆つながる「ふくしまの春」
1 月 29 日 ◀

快
晴
の
空
に
放
っ
た
バ
ル
ー
ン
リ
リ
ー
ス

▶
街
な
か
広
場
で
演
奏

　
す
る
村
民

福島民報新聞　H24.1.31毎日新聞　H24.1.28
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2012 年 ( 平成 24 年）2 月2012 年 ( 平成 24 年）2 月

　この日から 26 日までの間、福島市 2 か所、伊達市、相馬市、
川俣町の計 5 か所で住民懇談会が開催されました。写真は初
日の飯野町学習センターのようす。

　パルセいいざかで開催され、村民お
よそ 1,100 人が参加。震災後の村の取
組についての発表もありました。

　仮設住宅等への慰問を継続している普天間さん。この日は吉倉
公務員宿舎を訪れ、絵本朗読や歌の披露などを行いました。

懇談会のようす

第 1 回村行政機構改革審議会 普天間かおりさん　避難村民を慰問

いいたて村民ふれあい集会
2 月 7 日

2 月 8 日 2 月 11 日

2 月 12 日

▶2 月 8 日、伊達市

◀
2
月
10
日
、
相
馬
市

▲いいたてお母さんコーラスは参加者と
　ともに村民歌を歌いました

▲ 10 大ニュースのランキングを当てた
村民へ賞品贈呈

◀アトラクションでものま
　ねを披露した斎藤京子さん

　6 年前に飯舘中学校で演奏したことのあるセントラル愛知交
響楽団から、「被災地を応援したい」と申し出があり、川俣高
校体育館で開催されました。

相馬西地区仮設商業施設のようす 飯舘中・川俣高 合同音楽鑑賞会
2 月 24 日 2 月 27 日

福島民報新聞　H24.2.14
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2012 年 ( 平成 24 年）3 月2012 年 ( 平成 24 年）2 月

　村長が、大学教授などの有識者や村民の代表、村議員、村
職員などに委嘱状を交付。村がたたき台として提案した「い
いたて版復興スマート・ビレッジ計画」に対し、委員から課
題や意見が出されました。

　原子力災害対策により適した組織づくりを進めるため、村
は、「産業振興課」を廃止し新たに「生活支援対策課」「復興
対策課」を設け、また「教育課」「生涯学習課」を統合再編し

「教育課」とすることを諮問し、委員から意見や質問が出され
ました。

　国が実施した除染モデル事業で発生した土、木の枝、腐葉
土などの除去物は、原子力災害対策特別措置法に基づいて設
置される仮置き場が完成するまで小宮沼平地内のクリアセン
ターで一時保管されています。

　「除染前の空気中線量を土壌中の放射性物質について、きめ細
かく実態調査を実施すること」「農業再開後、農業者の農業経営
が安定するまでの長期的な支援システムを早急に構築すること」
など 5 つの要望をまとめた建議書を村長に手渡しました。

　飯野学習センター青木分館を会場に行われました。写真は
待合スペースのようす。

第 1 回いいたてまでいな復興計画推進委員会

第 2 回飯舘村行政機構改革審議会 村内の仮仮置き場

村農業委員会が建議書を提出

確定申告のようす

2 月 27 日

2 月 28 日 2 月 28 日

2 月 28 日

2 月 29 日

　相馬農業高校飯舘校卒業式は、福島学院大学のホールで挙
行されました。

　村消防団、女性消防隊、南相馬消防署飯舘分署職員などが
仮設住宅を防火訪問しました。

　飯舘中学校卒業証書授与式は、3 月 13 日に川俣中央公民館
で挙行されました。

平成 23 年度　卒業式

防火訪問

3 月 1 日

3 月 3 日

福島民報新聞　H24.3.7

福島民報新聞　H24.3.10 福島民友新聞　H24.3.10
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2012 年 ( 平成 24 年）3 月2012 年 ( 平成 24 年）3 月

　震災から一年の節目となったこの日、県主催で復興に向け
たシンポジウムや追悼式が行われ、県内 7 か所をつなぐキャ
ンドルナイトには村の子どもたちが参加しました。

▲ミニライブには岡本真夜さんが登場。村の子どもたちと一緒に
　「TOMORROW」を歌いました

3.11 ふくしま復興の誓い　2012

日本テレビ「復興テレビ みんなのチカラ 3.11 復興支援ライブ」で飯舘中 3 年生がゆずと共演

3 月 11 日

3 月 11 日

福島民報新聞　H24.3.13

◀
共
演
後
の
記
念
写
真
。会
場
は
イ
ズ
ミ
テ
ィ
21（
仙
台
市
）

福
島
民
報
新
聞
　
H
24
・
3
・
19

　避難先の園舎で修了式が挙行されました。写真は修了証書
を受け取る草野幼稚園の園児。

　福島市飯野学習センターで開催され、表彰を受けた 18 人の
子どもたちには、村長から賞状とメダルが贈られました。

　講師は東京大学医科学研究所研究員の坪倉正治医師。食生
活での注意点や検査継続の重要性などについて説明しました。

　飯樋幼稚園の園児も家族に見守られる中、修了式に臨みま
した。

　間借りする川俣中学校体育館で行われました。

草野・飯樋幼稚園　修了式

むし歯ゼロの子表彰式 内部被ばく検査についての子育て講演会

第 2 回いいたてまでいな復興計画推進会議 草野・飯樋・臼石小学校卒業証書授与式

3 月 16 日

3 月 17 日 3 月 17 日

3 月 22 日 3 月 23 日
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2012 年 ( 平成 24 年）4 月2012 年 ( 平成 24 年）3 月〜 4 月

　飯舘村の中学生 19 人が、ドイツ研修へ出発しました。

▲福島県青少年会館で開催された説明会のようす　環境省職員も参加し、9 日から 12 日までの期間で 4 回開催
されました。（写真は保原市民センターのようす）

　避難指示区域の見直し案について説明しました。 　福島市の中町会館で開催されました。

第 2 回飯舘村未来への翼プロジェクト事業

経済産業省職員が来庁 第 3 回いいたてまでいな復興計画推進委員会

避難区域見直しに関する説明会
3 月 24 日

4 月 3 日 4 月 6 日

4 月 9 日〜 12 日

　3 月末に完成したばかりの仮設校舎の体育館で、3 つの小学
校の合同入学式が行われました。

　福島市飯野町に建設した仮設園舎で、草野・飯樋幼稚園の
入園式が挙行されました。

▲オーストラリアから贈られた大型遊具の前で記念撮影
　川俣町中央公民館のホールで開かれ、新 1 年生 36 名が、ス
テージ上で入学許可を受けました。

　相馬農業高校飯舘校の入学式は、敷地内に仮設校舎を建て
た福島明成高校の体育館で挙行されました。

草野・飯樋・臼石小学校入学式

入園式

草野・飯樋幼稚園　仮設園舎開園式飯舘中学校入学式

入学式

4 月 6 日

4 月 9 日

4 月 17 日4 月 6 日

4 月 10 日

▶式の後はケン・ダニエル
　さんによるマジック　　
　ショーを楽しみました

◀園舎を寄贈した小松
　製作所執行役員塩坂
　氏（左）と、遊具を
　寄贈したオーストラリ
　ア駐日大使ミラー氏
　に花束を贈呈しました

▲環境省職員による報告を聞く村民

草野地区除染モデル事業結果説明会
3 月 23 日
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2012 年 ( 平成 24 年）4 月〜 5 月2012 年 ( 平成 24 年）4 月

　4 月 6 日に入学式が挙行された体育館。ステージには 3 校
の校旗が並びます。 ▲仮設校舎の外観

　チェルノブイリ原発事故後の子どもの健康調査活動を行っ
た専門家など 5 人が来庁し、参加者と意見交換する対話集会
が開かれました。

▲
3 校 そ れぞ れ の
校 歌を 斉 唱する
児童たち

草野・飯樋・臼石小学校　仮設校舎開校式

福島県知事 ・佐藤雄平氏　来庁 世界の放射線専門家との直接対話集会

4 月 20 日

4 月 20 日 4 月 21 日

　意見交換会を経て、各行政区から村へ「避難区域見直しに
係る陳情書」や「除染並びに区域見直しに伴う生活保障に関
する要望書」、避難区域見直しについての「意見書」などが
提出されました（写真は 5 月 8 日、比曽行政区から意見書
を受け取る村長と副村長）。

▲長泥行政区には 6 月 5 日に、前田八和木行政区には 6 月 6
　日に村からの回答が渡されました

避難区域見直しに関する意見交換会 各行政区が村へ「要望書」「陳情書」等を提出

福島民報新聞　H24.4.22

　各行政区から出された要望に対し、国や村、村議会が回答
を提出しました（写真は 5 月 30 日、国が蕨平行政区に回答を
手渡すようす）。

各行政区への回答

避難区域見直しにかかる行政区の動き

　避難区分の見直しにより、帰還困難区域に指定されること
となった長泥行政区及び居住制限区域に指定された 15 行政区
のうち、比較的高線量の区域を含む前田八和木行政区・比曽
行政区・蕨平行政区から要望書が出されました（写真は 5 月
11 日、前田八和木行政区と村との意見交換のようす）。
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2012 年 ( 平成 24 年）6 月2012 年 ( 平成 24 年）5 月

　相馬農業高校飯舘校の生徒にケーキ作りを楽しんでもらお
うと、福島大学行政政策学類の学生有志が企画しました。

　希望者から個別に相談を受ける無料弁護士相談会を計 10 回
開催。それに先立ち、この日は村の顧問弁護士である鈴木芳
喜氏が講演を行いました。

　県と村が共同で行う健康教室が各仮設住宅で行われていま
す。この日は国見・上野台仮設住宅で、タオルを使ったストレッ
チなどが行われました。

　相馬農業高校飯舘校の 2 年生が、明成高校敷地内の仮設校
舎から、徒歩と電車で松川第一・第二仮設住宅を訪れ、ベゴ
ニアの花を植えました。

飯舘校の生徒たちとの支援・交流の会でケーキ作り

原子力損害賠償についての弁護士講演会

健康教室

仮設住宅で花植えボランティア

5 月 15 日

5 月 24 日

5 月 17 日

　放射線についての情報提供や勉強会をどのように進めてい
くかを話し合う取り組みが始まりました。

▲意見をボードにまとめたもの ▲議論のようす

　さなぶり（田植え後の手休めに柏餅やおこわを作ってふる
まう行事）が、福島市松川町「あぶくま茶屋」で開催されま
した。当日は天候に恵まれ、近隣の人もたくさん訪れました。

　あぶくま地域の女性農業者による「かーちゃんの力・プロジェ
クト協議会」は、おふくろの知恵を復興に役立てるため、福島大
学小規模自治体研究所が住民団体と協力し設立しました。

第一回いいたて健康リスクコミュニケーション推進委員会

第 5 回までいな復興計画推進委員会

松下忠洋復興副大臣　来庁

「かーちゃんの力・プロジェクト協議会」のさなぶり

6 月 1 日

6 月 1 日

6 月 1 日

6 月 2 日5 月 30 日

　写真の飯舘中学校仮設校舎をはじめ、村内、村外の施設を
視察しました。

　行政区ごとに計 12 回開催。この日は、二枚橋・須萱行政区
の村民を対象に二枚橋集会所で行われました。

第 4 回までいな復興計画推進委員会 飯舘村除染にかかる行政区説明会
4 月 26 日 5 月 9 日
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2012 年 ( 平成 24 年）6 月2012 年 ( 平成 24 年）6 月

避難区域見直しの決定を国が村に通知。

6月15日

　村社会福祉協議会の主催で、川俣町内の借り上げ住宅に避
難している村民が集まるお茶会が開催されました。血圧測定
やストレッチなどを行いながら、おしゃべりを楽しみました。

　「までいな家」とその周辺を除染するようす。

　「避難指示区域の見直し」に係る村の方針決定にともない、
村は通知文を原子力災害対策本部に提出しました。

お茶会のようす 村の方針決定にともない通知文を国へ提出

環境省による先行除染のようす

6 月 4 日 6 月 11 日

6 月 15 日

　 リスクコミュニケーションの一環として開催され、12 組の
親子が参加。子どもたちが自由に遊ぶ中、保護者向けの個別
相談や座談会が実施されました。

　飯野支所の一部をお借りしている福島市の皆さんへ感謝を
伝える横断幕を掲げました。

▲その場で出た意見を模造紙にまとめるようす

第 6 回までいな復興計画推進委員会

子どもの遊びと心の相談会 ルーマニア公使　来庁

飯舘村役場飯野出張所　開所一周年

6 月 17 日

6 月 17 日 6 月 20 日

6 月 22 日
第 1 回飯舘村までいな除染会議
6 月 28 日
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2012 年 ( 平成 24 年）7 月2012 年 ( 平成 24 年）6 月〜 7 月

　平成 24 年 4 月 1 日に村に住所がある子どもと、平成 23 年
3 月 11 日以降に村から住所を移動した子どもの計 785 人に
クオカードと図書券を交付。写真は 1 日のようす。

　1 日は小児科医の竹内真弓先生が「放射線のリスクと子ど
もの成長」と題し、8 日は東京医療保健大学の伴信彦教授が「低
線量放射線の健康リスクについて」と題し、講演しました。

　長泥行政区の村民を対象に、飯野出張所で開催しました。

　これまで話し合った内容を答申にまとめ、「いいたてまでい
な復興計画第 2 版（案）」とともに村長へ手渡しました。

子育てプリペイドカード交付式 健康講演会

までいな復興計画推進委員会の答申

避難指示区域見直しに係る住民懇談会

7 月 1 日・8 日 7 月 1 日・8 日

6 月 30 日

7 月 1 日

　東京電力の新役員が来庁し、村民へ謝罪しました。

▲村職員から使用方法について説明を受けるようす▲答申前の協議で内容を確認するようす 　あづま総合運動公園内の室内プールで草野・飯樋・臼石小
学校のプール学習が始まり、楽しそうな歓声が響きました。

東京電力役員　来庁

携帯型線量計貸与スタートプール授業スタート

7 月 3 日

7 月 9 日7 月 4 日

　村からのお知らせや放射線情報等の提供のほか、村民同
士の連絡手段としても活用できるタブレット端末が 1 世帯
に 1 台（複数世帯に分かれて生活している世帯には 2 台ま
で）配布されました。

情報タブレット配布スタート
7 月 13 日

福島民報新聞　H24.7.16
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2012 年 ( 平成 24 年）7 月2011 年 ( 平成 23 年）7 月

　この事業は、村教育委員会が平成 22 年度から行っており、全国か
ら寄贈された絵本は5万700冊に達しています。今回は仮設の小学校・
幼稚園に通う子どもたちへ一人 2 冊ずつプレゼントされました。

吉田泉復興副大臣　来庁

臼石行政区除染説明会 柳沢光美経済産業副大臣　来庁

東京電力福島原子力発電所事故調査委員会
（国会事故調）　来庁

あなたにつなぐ飯舘絵本リレー事業

7 月 17 日

7 月 17 日 7 月 18 日

7 月 17 日

7 月 19 日

　午前 0 時をもって村は、避難指示解除準備区域・居住制限区域・帰還困難区域
の 3 つの避難指示区域に再編されました。帰還困難区域となった長泥地区へ向か
う道路にはバリケードが設置され、一般の立ち入りはできなくなりました。

　区域見直しにより、避難指示解除準備区域と居住制限区域では、製造業や金融
機関、ガソリンスタンド等一部の事業所の再開が可能になりました。

避難指示区域見直し運用開始
7 月 17 日

▲除染が続く村内

▲区域再編後も村内の治安を守る、いいたて
　全村見守り隊

▲バリケードは長泥へ向かう 6 つ
　の道路に設置されました

見直し後の避難指示区域

　輝いている女性個人や女性団体を表彰する賞に「いいたて
カーネーションの会」代表の佐野ハツノさんが選ばれました。
受賞のテーマは「防災・復興」でした。

内閣府の「女性のチャレンジ賞」受賞
7 月 19 日
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2012 年 ( 平成 24 年）7 月

　除染作業の一部を地元の建設業者や農家が請け負う体制を
進めるためのセミナーが開催され、トラクターを使った農地
除染の方法が紹介されました。

　2 学期から飯野町の仮設校舎で授業が行われることとなり、
1 学期最後となるこの日、お世話になった川俣高校とのお別
れ会が開かれました。

　田村市「星の村天文台」の大野裕明台長が来庁し、小惑星
の命名を報告しました。この小惑星は、火星と木星の間の軌
道を回り、大きさは磐梯山くらいだそうです。

除染セミナー小惑星「iitatemura」認定の報告

飯舘中学校が川俣高校・ハナさんとお別れ

7 月 19 日7 月 19 日

7 月 20 日

◀宅配弁当が給食代
　わりでした

▶平成 22 年 8 月から英語
　指導助手をつとめたハナ・
　サンプターさんもこの日
　が最終日

　避難指示区域の見直しに伴い、自動車会社や信用金庫など
6 社が特例で再開できることになり、国の許可証が各社の代
表に交付されました。

居住制限区域内で 6 社が事業再開
7 月 30 日

　福島市のあづま脳神経外科病院に設置されている村所有のホールボディカウンタによる内部被ばく検査と甲状腺検査が始まりました。

村所有のホールボディカウンタによる検査開始
8 月 1 日
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毎日新聞　H24.7.20

2012 年 ( 平成 24 年）7 月〜 8 月

未来への翼 in イタリア
7 月 24 日〜 31 日

情報タブレット本格運用開始夏休みオーストラリア研修
8 月 8 日8 月２日〜 10 日

　情報タブレット端末の本格運用が始まり、飯野出張所で「オー
プニングセレモニー」が開かれました。またセレモニーの後半に
は、テレビ電話機能のデモンストレーションが行われました。

　村の中学生 16 人が参加しました。

▲村の中学生 22 人が出発！
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2012 年 ( 平成 24 年）9 月2012 年 ( 平成 24 年）8 月

◀広い室内を仕切り、小
　学生が学習するスペー
　スも確保

　福島市飯野町の川口電機製作所跡を整備・改築して整えられた飯舘中学校仮設校舎。内装に木材がふんだんに使われた校内
は明るく、6 つの教室の他、5 つの特別教室や多目的ホール、職員室等が設置され、校庭も整備されました。川俣高校の教室を
間借りして 1 年半余り。夏休み期間中に引越しを済ませ、再スタートをきりました。

　職務の中でリスクコミュニケーションに関わる人を対象に、
飯野出張所に伴信彦先生を招いてリスクコミュニケーター養
成講座が行われ、役場職員や生活支援相談員などが参加しま
した。

　国により 6 月末から草野向押（伊丹沢）で行われた水稲
29a・野菜 10a の試験栽培のようす。農地除染の効果を確認
するためのもので、結果は 11 月に公表され、すべて検出下限
値未満でした。

　学童保育・預かり保育は、この日から、福島市飯野
町の草野・飯樋幼稚園仮設園舎の施設での運用が始ま
りました。小学生は下校後スクールバスで移動します。

飯舘中学校が仮設校舎で新学期をスタート

リスクコミュニケーター養成講座 試験栽培のようす

学童保育・預かり保育の新施設運用開始

8 月 27 日

8 月 22 日 8 月 23 日

8 月 27 日

　住民福祉総合研究所（埼玉県）の木原孝久所長が旧明治小応
急仮設住宅の住民と共に、要援護者や支援者を書き込む「支え
合いマップ」を作り、飯野学習センターで講演会を行いました。

　2 学期から使用が開始された飯舘中学校の新仮設校舎で「開校式」が行われました。会場となった多目的ホールに全
校生徒・職員と村の関係各位が集い、式の中では生徒会が震災後の中学校の取り組みを映像で紹介しました。

▲式の後には、ピアニストの梯剛之（かけはしたけし）さ
　んによるコンサートが開かれ、美しい旋律が式の日を彩
　りました

　南相馬警察署管内で交通死亡事故ゼロの日数が 1 年間に達し、
同署から青田勝則署長が飯野出張所を訪れ、県警本部から授与
された賞状を披露し、報告を行いました。

　飯舘中学校で、東京大学附属病院の中川恵一先生による「放射
線講演会」が開かれました。この講演会は、学校に派遣された医
師から直接学ぶ「ドクタービジット」として行われました。

「高齢者を支え合う仮設住宅の仕組みづくり講演会」開催

飯舘中学校で開校式が行われました

死亡事故ゼロ 1 年の表彰

放射線講演会

9 月 5 日

9 月 6 日

8 月 31 日

9 月 7 日
▶
園
庭
で
の
外
遊
び
の
よ
う
す
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2012 年 ( 平成 24 年）9 月2012 年 ( 平成 24 年）9 月

　福島市飯野野球場を会場に、村民 120 人余りが参加し
ての開催。16 ホールストロークマッチの男女別個人戦
でスコアを競いました。

　7 月 17 日の区域見直し以降、国の許可を得て村内で事業を
再開できるようになりました。村長から事業者へ、再開を許
可する認定書が手渡されました。

飯舘村民グラウンド・ゴルフ大会
営業再開事業者の認定9 月 8 日
9 月 11 日

▲残暑が厳しい中も和気あいあいとプレー

▲講師の指導で準備体操を楽しむ参加者

▲会場となった福島市飯野小学校体育館のようす

◀
表
彰
式
の
よ
う
す

　鹿野道彦元農林水産大臣が飯野出張所を訪れました。鹿野
元大臣は会議室で村議会議員、行政区長などと面会して意見
交換も行いました。

　村の除染アドバイザーであり「飯舘村までいな除染会議」
の委員長を務めた田中氏。原子力規制委員長に就任すること
となり、村における任を辞することとなりました。

　赤松広隆元農林水産大臣が飯野出張所を訪れて、村長と会
談し、意見を交わしました（写真は右奥が赤松元大臣）。

鹿野元農林水産大臣の来庁

田中俊一氏と村長の会談

赤松元農林水産大臣の来庁飯舘村敬老会

9 月 14 日

9 月 12 日

9 月 20 日9 月 16 日

福島民友新聞　H24.9.23
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2012 年 ( 平成 24 年）9 月〜 10 月2012 年 ( 平成 24 年）9 月

　運動を中心とした健康教室「までい健幸教室」が借り上げ
住宅入居者を対象に、いやしの宿でも行われるようになりま
した。

　村が避難指示解除見込時期の案を国に提出しました。伝達
は飯野出張所で行われ、村長が政府原子力災害対策本部の熊
谷敬（たかし）副本部長に通知文書を手渡しました。

　村内で本格除染が始まったことに伴い、二枚橋で除染廃棄
物を一時的に保管する仮仮置き場の整備が始まりました。作
業員が用地の雑草を刈り取るようすです。

　満 100 歳を迎えた松田マチノさん（写真右・深谷）、髙野
久次郎さん（関沢）の賀寿を祝い、内閣総理大臣からの祝
状や、県・村・各機関からの記念品が贈られました。

　2 年ぶりとなる草野・飯樋・臼石小学校の運動会が、飯舘
中学校の校庭を会場に行われ、秋晴れの空の下、3 校の児童
が力を合わせて競技に取り組みました。

　飯野出張所で平成 24 年度飯舘村表彰式が行われ、功労表彰
の 2 名と、善行表彰の 1 名・1 団体に、表彰状と記念品が贈
られました。

いやしの宿で健幸教室

避難指示解除見込み時期を国へ通知 二枚橋に仮仮置き場を設置

草野・飯樋・臼石小学校の運動会

避難先で 100 歳賀寿のお祝い 平成 24 年度飯舘村表彰式

9 月 21 日

9 月 24 日 9 月 25 日

9 月 22 日

9 月 25 日・27 日 9 月 28 日

　仮設園舎の園庭で、草野・飯樋幼稚園の運動会が行われま
した。園児たちは揃いのＴシャツを着て、元気いっぱいにか
けっこやリレー、親子競技等を楽しみました。

　草野・飯樋・臼石小学校の児童と PTA 約 30 人が、川俣町の
南米音楽の祭典「コスキン・エン・ハポン」のコスキン・パレー
ドに 2 年連続で参加しました。

　相馬市高齢者サポートセンターで開かれました。贈られた
生花を髪に飾って、筑波大学・久野譜也先生の健康講話を聞き、
普天間かおりさんのミニコンサートも楽しみました。

　県営あづま球場で行われた第 6 回市町村対抗福島県軟式野
球大会に飯舘村チームが出場し、延長戦の末 1 回戦を突破。2
回戦は惜敗しましたが、健闘ぶりは村民を勇気づけました。

草野・飯樋幼稚園の運動会

川俣町のコスキン・パレードに参加

県軟式野球大会 2 回戦を健闘

健幸づくりイベント「花と歌と健幸と」

9 月 29 日

10 月 6 日

9 月 29 日

10 月 4 日

福島民友新聞　H24.9.30

　震災前から行われていた「教育を語る会」。今後の村の教育
について協議が続けられています。

教育を語る会
10 月 2 日
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2012 年 ( 平成 24 年）10 月〜 11 月2012 年 ( 平成 24 年）10 月

いいたて村文化祭
10 月 7 日・8 日

▼
さ
と
う
宗
幸
さ
ん
の

　「
い
い
た
て
応
援
コ
ン
サ
ー
ト
」

▲外内手踊り保存会による笠踊り。
来場者を魅了しました

▲東京おもちゃ美術館による「木育キャラ
　バン」の会場も、終日にぎわいました

▲ 2 日目には相馬農業高校飯舘校の
　文化祭も同会場で行われました

▲見事な一閑張りの作品を展示した「やまゆり会」が村長賞を受賞しました▲県文化センターで「いいたて村文化祭」が開かれ、大ホールのステー
　ジでは小学生・中学生の研修旅行の報告会などが行われました

▲ 13 団体による演芸の発表も。「佐須の虎
　捕り太鼓」

　二枚橋地区で本格除染の作業が始まりました。複数の家屋
の除染作業を並行し、面的に除染を行っています。

　行政区長 11 人が、環境省・農林水産省・経済産業省・厚生
労働省・復興庁・民主党本部・東京電力本社を訪れ、避難指
示解除時期や賠償等に関する要望書を提出しました。

　無投票当選が決まり 5 期目がスタートしたこの日、菅野典
雄村長は飯野出張所会議室で職員訓示を行い、復興へ共に歩
んでほしいと職員に呼びかけました。

　草野・飯樋・臼石小学校の体育館で、「いいたてっ子発表会」
が開かれ、三校の児童が学年ごとに合同で、ダンスや劇、合
奏などを発表しました。

　草野・飯樋幼稚園のホールで「はっぴょうかい」が開かれ
ました。子どもたちは練習してきた劇や合奏等を、満員の保
護者たちの前でのびのびと発表しました。

　村と福島市が、相互協力と交流を行うための「『いいたてま
でいな復興計画』に基づく帰村のための取り組みへの支援に
関する協定書」を取り交わしました。

二枚橋で除染作業開始 行政区長会が国への要望活動

菅野村政 5 期目がスタート「いいたてっ子発表会」の開催

草野・飯樋幼稚園はっぴょうかい福島市との協定の締結

10 月 24 日 10 月 26 日

10 月 29 日10 月 27 日

11 月 7 日11 月 6 日

朝
日
新
聞
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2012 年 ( 平成 24 年）11 月2012 年 ( 平成 24 年）11 月

　飯舘村までいな除染会議の委員が、須萱地区でモニタリン
グ調査を行いました。除染効果を住民の目線で確認するため、
除染の前後と実施中にも測定を行うものです。

　1 月から業務を開始する東京電力福島復興本社の代表に決
まった石崎芳行副社長が村役場を訪れ、村長と会談を行いま
した。

　福島市瀬上町の河川敷グランドで「第 1 回飯舘村老人ク
ラブ連合会パークゴルフ大会」が開かれ、約 70 人が出場
しました。

　復興庁設置の有識者会議「復興推進委員会」から五百旗頭
真（いおきべまこと）委員長他 4 人が来庁。その後、飯舘中
学校の仮設校舎と菊池製作所の視察を行いました。

飯舘村までいな除染会議のモニタリング調査東京電力・石崎副社長の来庁

村老人クラブのパークゴルフ大会 復興推進委員会の視察

11 月 9 日11 月 8 日

11 月 10 日 11 月 14 日

福島民報新聞　H24.11.6 朝日新聞　H24.11.6
　村の農業委員会の代表 4 人が来庁し、徹底した除染と村へ
の帰村、復旧・復興について、村長あてに建議を行いました。
写真は建議書を村長に手渡す菅野宗夫会長。

　喜多方市に避難する小林稔さん（前田・八和木）
が酒米を育て、大和川酒造店の協力を得て「おこし
酒」を復活させました。

　飯舘村チームは、全 16 区のうち第 8 区以降の後半に出場。
選手は県外を含む避難先で自主練習を重ねて大会に駆け付
け、村のたすきをつなぎました。

　震災後初めてとなる村グラウンド・ゴルフ協会主催の大会
が伊達市のグランドで開かれ、約 60 人の参加者が和やかにプ
レーを楽しみました。

農業委員会の建議

喜多方で復活した「おこし酒」

「第 24 回ふくしま駅伝」に出場

協会主催のグラウンド・ゴルフ大会
11 月 15 日

11 月 17 日

11 月 18 日

11 月 15 日

福
島
民
報
新
聞
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▲完成した本醸造「おこし酒」 ▲純米大吟醸「飯舘」限定販売の生酒
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2012 年 ( 平成 24 年）12 月2012 年 ( 平成 24 年）11 月〜 12 月

　国の委託を受けて、村が実施する村内除染の作業従事者に
対して、作業開始を前に講習会が行われました。

　専門家を交えて、各仮設住宅等でリスクコミュニケーショ
ンが行われました。写真は東京大学附属病院の中川恵一先生
が訪れた松川第一応急仮設住宅でのようす。

　復興計画に基づき具体的な事業を検討する同委員会の 3 回
目の会議が飯野出張所で開かれ、3 つの分科会の報告を受け
て協議が行われました。

　飯舘中学校の文化祭「赤蜻祭」が、落成披露を兼ねて新築
の仮設体育館で開催され、クラス対抗の合唱コンクールや特
設部の発表等が行われました。

除染作業従事者講習会 村民と専門家のリスクコミュニケーション

小中学生がアクアマリン見学会へ新までいな村構想推進準備委員会

飯舘中学校体育館で「赤蜻祭」開催

11 月 26 日 11 月 28 日

12 月 2 日11 月 29 日

12 月 9 日

　
東
北
海
事
広
報
協
会
の
支
援
を
受
け
、
村
が
主
催
し
て

「
ア
ク
ア
マ
リ
ン
見
学
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
小
中
学
生

と
そ
の
家
族
が
バ
ス
2
台
に
分
乗
し
て
水
族
館
を
訪
れ
、

海
洋
生
物
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親
し
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ま
し
た
。

　飯舘中学校が全国に募集した 10 文字以内の言葉「日本人の
忘れもの」の審査会が、特別審査員を迎えて行われました。

「日本人の忘れもの」審査会
12 月 6 日

　村が国の委託を受けて除染作業を行う須萱地区で、12 月 3 日
から森林や草地、法面の除草や堆積物の除去が行われました。

　あぶくま地域の女性農業者による「かーちゃんの力・プロ
ジェクト協議会」が、福島市松川町にある活動拠点「あぶく
ま茶屋」で、つきたての餅を来場者に振る舞いました。

　臼石行政区出身の平野さやかさんが、青年海外協力隊の一
員としてキルギスの大学で日本語教師を務めることになり、
飯野出張所を訪れ村長に報告しました。

　パートナーが返しやすい球を打ち合い 5 分間のラリー数を
競う大会が、村社会福祉協議会の主催により県青少年会館の
体育館で 2 年ぶりに開かれ、約 180 人が参加しました。

除染のようす 「結もちプロジェクト」開催

村出身者が青年海外協力隊へ

思いやりまでいラリーピンポン大会

12 月 14 日 12 月 15 日

12 月 17 日

12 月 9 日

福
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2013 年 ( 平成 25 年）1 月2012 年 ( 平成 24 年）12 月〜 1 月

朝
日
新
聞
　
H
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・
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　「いいたてまでいな復興計画第 2 版」に基づく事業案
の検討が進み、委員会では復興計画第 3 版策定へ向けて
の協議が始まりました。

第 1 回いいたてまでいな復興計画推進委員会
12 月 26 日

福島民報新聞　H25.1.1

日本経済新聞　H25.1.1

朝日新聞　H25.1.1
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2013 年 ( 平成 25 年）1 月2013 年 ( 平成 25 年）1 月

　飯舘村消防団が飯舘中学校本校の体育館で「平成 25 年飯舘
村消防出初式」を行い、新年にあたり、消防活動の取り組みへ、
思いを新たにしました。

　村外に避難した村の幼稚園・小学校を 1 年にわたり受け入
れてくれた川俣町。村は川俣町の各幼稚園に遊具を贈り、支
援に対して改めて感謝の思いを伝えました。

　村の新成人 82 人のうち 60 人が出席し、飯野学習センター
で平成 25 年成人式が行われ、会場は晴れ着姿の新成人の笑顔
で華やぎました。

　福島市にある「ヘルシーランド福島」の屋内ゲートボール
場で開かれた、村ゲートボール協会主催の交流大会。27 人が
プレーを楽しみ、表彰式の後には昼食を囲んで歓談しました。

　前年、村の中学生が訪問したオーストラリア・アルバニー
の私立学校から、日本語を学ぶ女子学生 6 人が来村し、仮設
住宅や幼稚園、小中学校を訪問して村民と交流しました。

平成 25 年飯舘村消防出初式 川俣町の幼稚園に感謝をこめて

平成 25 年飯舘村成人式

村ゲートボール協会の交流大会オーストラリアからの学生の訪問

1 月 6 日 1 月 10 日

1 月 13 日

1 月 18 日1 月 15 日〜 18 日

▲代表による ｢誓いのことば｣。
　「復興に尽力する力を身につ
　  けたい」

▲成人証書は村長から一人ひとり
　に手渡されました

　村と福島市飯坂町の有志による交流イベントが「いやしの
宿いいたて」を中心に開かれ、のべ 200 人以上が来場。バルー
ンアートの実演や、豚汁・餃子等の振る舞いを楽しみました。

　小中学校で行う放射線教育の授業研究会が、草野・飯樋・
臼石小学校の 5 学年と、飯舘中学校の 2 年 1 組を対象に行われ、
それぞれ教員が研究授業を行いました。

　同委員会が設ける 3 つの分科会が報告を行い、専門家や村
民がそれぞれの立場から意見を述べて、事業を具体化するた
めの協議を行いました。

　石原伸晃環境大臣が飯野出張所を訪れ、村長及び村議会議員な
どと会談。村長が議長と連名の要望書を手渡したのに対し、大臣
は「帰村に向けた環境再生に全力で取り組む」と応えました。

　1 月 1 日付で楢葉町に設立された東京電力福島復興本社の
石崎芳行代表が飯野出張所を訪れ、村長、村議会議長などと
会談。村は要望書を手渡し賠償手続等の改善を求めました。

　同日行われた「新までいな村構想推進準備委員会｣ の検討内
容について、復興計画の理念に基づき各委員が精力的に協議を
行いました。また復興計画第 3 版の素案作りにも着手しました。

いいたて＆いいざか交流イベント 小中学校で放射線教育授業研究会

第 4 回新までいな村構想推進準備委員会石原伸晃環境大臣の来庁

東京電力福島復興本社代表の来庁第 9 回いいたてまでいな復興計画推進委員会

1 月 19 日・20 日 1 月 22 日

1 月 24 日1 月 23 日

1 月 25 日1 月 24 日
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　豪日交流協会他から寄贈された移動図書館車「こあら号」の準
備が整い、オーストラリア駐日大使ブルース・ミラーさんらを招
き、草野・飯樋・臼石小学校でお披露目式が行われました。

　根本匠復興大臣が飯野出張所を訪れ、村長が「復興・復旧にか
かる要望書」を手渡しました。村長は、要望について具体的な説
明を行い、応じた大臣も着実な取り組みを約束しました。

　同じく第 3 分科会では、「記録と伝承および情報発信」につ
いて検討。社会や後世に記録を伝承するための施設「までい
館（仮称）」の構想等を話し合いました。

　復興計画の事業の具体化を検討している「新までいな村構
想推進準備委員会」が設ける第 1 分科会では、「再生可能エネ
ルギーの導入」について会議を重ね検討しました。

　村の子どもたちのためにと開かれた「ミュージック・フロム・
ジャパン」の特別公演。福島市音楽堂で、草野・飯樋・臼石
小学校の児童が、雅楽教室とコンサートに参加しました。

　また第 2 分科会は、「インフラ整備と復興住宅」に関する
検討を行っており、この日は飯野町に建設される「村外子育
て拠点」を中心に協議が行われました。

「こあら号」のお披露目式 根本匠復興大臣の来庁

新までいな村構想推進準備委員会 第 3 分科会新までいな村構想推進準備委員会 第 1 分科会

ミュージック・フロム・ジャパン新までいな村構想推進準備委員会 第 2 分科会

1 月 31 日 2 月 2 日

2 月 7 日2 月 5 日

2 月 10 日2 月 8 日

　飯野出張所で開かれた初回会議。委嘱状が交付され、委員
となった防災機関の担当者や役場職員などが、飯舘村地域防
災計画「原子力災害対策編 ( 案 )」の審議を行いました。

　草野・飯樋・臼石小学校の 6 年生全児童が、飯野出張所議
場で開かれた「子ども議会」に参加。村の課題や今後の取り
組みについて、村長や教育長、各課長などに質問しました。

　「いやしの宿いいたて」で 2 日間にわたり開かれた意見交換
会。14 人の営農者がそれぞれ現在にいたる経緯を発表し、今
後の見通しや課題について相互に情報交換を行いました。

　国の除染事業を検証・評価する同委員会の 3 回目の会議。
除染事業の進捗状況を確認し意見交換を行った他、国の担当
者が「不適切除染」について対応策を説明しました。

　福島市の「パルセいいざか」を会場に、村民約 800 人
が参加しました。参加者は平成 24 年の 10 大ニュースの
発表や、デュオ歌手「チェリッシュ」のコンサート、「こ
ども再会ひろば」のアトラクション等を楽しんだ他、離
ればなれの知人・友人との再会を喜び合いました。

第 1 回飯舘村防災会議 子ども議会が開かれました

村農業委員と避難先営農者の意見交換会第 3 回飯舘村までいな除染会議

いいたて村民ふれあい集会

2 月 14 日 2 月 19 日

2 月 21 日・22 日2 月 20 日

2 月 24 日

▲たくさんの子どもたちが楽しんだビンゴ
　大会のようす

◀「こども再会ひろば」
　にはボクシングの体
　験コーナーも

◀ステージを楽しむ村民の笑い
　声がホールに響きました
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　福島市のホテルグリーンパレスで、「いいたてまでいな復興
計画推進委員会」の赤坂憲雄委員長が村長に対し「いいたて
までいな復興計画第 3 版 ( 案 )」の答申を行いました。

　村と飯野町、双方の老人クラブ連合会が飯野学習センター
で交流会を開催。参加者は、混合チームでボッチャの対戦を
楽しみました。

　飯舘中学校で、震災犠牲者を悼む集会が開かれました。多目的
ホールに全校生徒が集まり、各学年代表が震災後 2 年を経た現在
の思いを語った他、14 時 46 分には全員で黙祷を捧げました。

　岐阜県の NPO 法人「日本動物介護センター」が、村民から
預かる愛犬を連れて村役場本庁を訪れ、21 頭が家族と再会の
ひとときを過ごしました。

「いいたてまでいな復興計画第 3 版 ( 案 )」の答申 いいの＆いいたて交流ボッチャ大会

東日本大震災追悼集会避難犬と飼い主との再会

2 月 27 日 2 月 28 日

3 月 11 日3 月 10 日
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